
区

長

報

告

第

四

号 

 
 

 

専

決

処

分

に

つ

い

て 

 

港

区

議

会

の

議

決

に

付

す

べ

き

契

約

及

び

財

産

の

取

得

又

は

処

分

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

港

区

条 

例

第

八

号

）

第

三

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

平

成

二

十

七

年

五

月

二

十

八

日

次

の

と

お

り

処

分

し

た

の

で

、 

同

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

き

報

告

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

 

平

成

二

十

六

年

六

月

二

十

七

日

議

決

を

得

た

工

事

請

負

契

約

（

（

仮

称

）

田

町

駅

東

口

北

地

区

保

育

園

整

備

等

工

事

）

の

契

約

金

額

「

九

億

六

千

百

十

八

万

九

千

二

百

円

」

を

「

九

億

九

千

二

百

三

十

万

四

千

円

」

に

変

更

す

る

。 



区長報告第５号

国庫支出金 都支出金 諸収入
円 円 円 円 円 円 円

2 総　務　費 1 総務管理費 港区総合戦略プラン策定 7,058,000 7,058,000 7,058,000 0 0 0 0

4 民　生　費 1 社会福祉費 22,720,000 22,720,000 22,720,000 0 0 0 0

区内共通商品券発行支援 38,919,000 32,152,906 0 0 29,136,000 0 3,016,906

地域消費喚起事業 68,144,000 68,144,000 51,280,000 0 6,864,000 10,000,000 0

136,841,000 130,074,906 81,058,000 0 36,000,000 10,000,000 3,016,906

平成２７年６月１７日提出

港区長　　武　井　雅　昭

（説明）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１４６条第２項の規定に基づき報告します。

未収入特定財源
左の財源内訳

翌年度繰越額

平成２６年度港区一般会計予算繰越明許費繰越計算書

款
一般財源

既   収   入
特 定 財 源

合　　　　　　計

項 事　業　名 金　　　額

6 産業経済費

低所得高齢者等生活支援事
業

1 商　工　費



議

案

第

三

十

七

号 

 
 

 

港

区

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に

特

定

個

人

情

報

の

保

護

及

び

提

供

に

関

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に

特

定

個

人

情

報

の

保

護

及

び

提

供

に

関

す

る

条

例 

目

次 第

一

章 

総

則

（

第

一

条

―

第

五

条

） 

第

二

章 

特

定

個

人

情

報

の

収

集

等

及

び

登

録

（

第

六

条

・

第

七

条

） 

第

三

章 

特

定

個

人

情

報

の

管

理

（

第

八

条

―

第

十

一

条

） 

第

四

章 

特

定

個

人

情

報

の

利

用

（

第

十

二

条

―

第

十

五

条

） 

第

五

章 

特

定

個

人

情

報

保

護

評

価

（

第

十

六

条

） 

第

六

章 

自

己

情

報

の

開

示

、

訂

正

及

び

利

用

の

停

止

等

（

第

十

七

条

―

第

二

十

四

条

） 

第

七

章 

救

済

の

手

続

（

第

二

十

五

条

・

第

二

十

六

条

） 

第

八

章 

雑

則

（

第

二

十

七

条

―

第

三

十

三

条

） 



付

則 

 
 

 

第

一

章 

総

則 

（

目

的

） 

第

一

条 
こ

の

条

例

は

、

港

区

（

以

下

「

区

」

と

い

う

。

）

の

実

施

機

関

に

お

け

る

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に 

特

定

個

人

情

報

の

保

護

及

び

提

供

並

び

に

実

施

機

関

が

保

有

す

る

特

定

個

人

情

報

の

開

示

、

訂

正

及

び

利

用 

の

停

止

等

の

請

求

に

係

る

措

置

に

関

し

必

要

な

事

項

を

定

め

る

こ

と

に

よ

り

、

特

定

個

人

情

報

の

安

全

か

つ 

適

正

な

取

扱

い

を

確

保

し

、

も

っ

て

基

本

的

人

権

の

擁

護

と

信

頼

さ

れ

る

区

政

の

実

現

を

図

る

こ

と

を

目

的 

と

す

る

。 

（

定

義

） 

第

二

条 

こ

の

条

例

に

お

い

て

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

用

語

の

意

義

は

、

そ

れ

ぞ

れ

当

該

各

号

に

定

め

る

と

こ 

ろ

に

よ

る

。 

一 

実

施

機

関 

区

長

、

教

育

委

員

会

、

選

挙

管

理

委

員

会

及

び

監

査

委

員

を

い

う

。 

二 

個

人

番

号 

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

（ 

平

成

二

十

五

年

法

律

第

二

十

七

号

。

以

下

「

法

」

と

い

う

。

）

第

二

条

第

五

項

に

規

定

す

る

個

人

番

号

を 

い

う

。 

三 

特

定

個

人

情

報 

法

第

二

条

第

八

項

に

規

定

す

る

特

定

個

人

情

報

を

い

う

。 

四 

区

民

等 

実

施

機

関

に

自

己

に

関

す

る

特

定

個

人

情

報

（

以

下

「

自

己

情

報

」

と

い

う

。

）

が

保

有

さ 



れ

て

い

る

区

民

及

び

区

民

以

外

の

者

を

い

う

。 

五 

事

業

者 

区

内

で

事

業

活

動

を

行

う

も

の

（

国

、

独

立

行

政

法

人

等

（

独

立

行

政

法

人

等

の

保

有

す

る 
個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

法

律

（

平

成

十

五

年

法

律

第

五

十

九

号

）

第

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

独

立 

行

政

法

人

等

を

い

う

。

）

、

地

方

公

共

団

体

及

び

地

方

独

立

行

政

法

人

（

地

方

独

立

行

政

法

人

法

（

平

成 

十

五

年

法

律

第

百

十

八

号

）

第

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

地

方

独

立

行

政

法

人

を

い

う

。

）

を

除

く

。

） 

を

い

う

。 

六 

情

報

提

供

等

記

録 

法

第

二

十

三

条

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

記

録

さ

れ

た

特

定

個

人

情

報 

を

い

う

。 

（

実

施

機

関

等

の

責

務

） 

第

三

条 

実

施

機

関

は

、

特

定

個

人

情

報

を

収

集

し

、

管

理

し

、

又

は

利

用

す

る

に

当

た

っ

て

は

、

基

本

的

人 

権

を

尊

重

し

、

特

定

個

人

情

報

を

保

護

す

る

た

め

に

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 

実

施

機

関

は

、

個

人

番

号

の

利

用

に

関

し

、

国

と

の

連

携

を

図

り

な

が

ら

、

自

主

的

か

つ

主

体

的

に

、

区 

の

特

性

に

応

じ

た

施

策

を

実

施

す

る

も

の

と

す

る

。 

３ 

実

施

機

関

の

職

員

（

地

方

公

務

員

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号

）

第

三

条

に

規

定

す

る

一 

般

職

及

び

特

別

職

の

地

方

公

務

員

を

い

う

。

）

は

、

職

務

上

知

り

得

た

特

定

個

人

情

報

を

み

だ

り

に

他

人

に 

知

ら

せ

、

又

は

不

当

な

目

的

に

使

用

し

て

は

な

ら

な

い

。

そ

の

職

を

退

い

た

後

も

、

同

様

と

す

る

。 

４ 

区

が

出

資

す

る

法

人

等

で

区

長

が

指

定

す

る

も

の

は

、

特

定

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

区

の

施

策

に

留 



意

し

つ

つ

、

特

定

個

人

情

報

を

保

護

す

る

た

め

に

必

要

な

措

置

を

講

ず

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 
（

事

業

者

の

責

務

） 

第

四

条 
事

業

者

は

、

そ

の

事

業

の

実

施

に

当

た

っ

て

は

、

特

定

個

人

情

報

の

取

扱

い

に

適

正

を

期

し

、

個

人 

の

権

利

利

益

を

不

当

に

侵

害

す

る

こ

と

が

な

い

よ

う

に

努

め

る

と

と

も

に

、

特

定

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す 

る

区

の

施

策

に

協

力

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

（

区

民

の

責

務

） 

第

五

条 

区

民

は

、

自

己

情

報

の

開

示

、

訂

正

及

び

利

用

の

停

止

等

の

請

求

に

係

る

権

利

を

正

当

に

行

使

す

る 

と

と

も

に

、

相

互

に

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に

特

定

個

人

情

報

の

保

護

及

び

提

供

の

重

要

性

を

認

識

し

、

こ 

れ

ら

に

関

す

る

区

の

施

策

に

協

力

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 
 

 

第

二

章 

特

定

個

人

情

報

の

収

集

等

及

び

登

録 

（

収

集

等

の

制

限

） 

第

六

条 

実

施

機

関

は

、

法

第

十

九

条

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合

を

除

き

、

特

定

個

人

情

報

を

収

集 

し

、

又

は

保

管

し

て

は

な

ら

な

い

。 

２ 

実

施

機

関

は

、

特

定

個

人

情

報

を

収

集

す

る

と

き

は

、

特

定

個

人

情

報

を

取

り

扱

う

事

務

（

以

下

「

事

務 

と

い

う

。

）

の

目

的

を

明

確

に

し

、

当

該

事

務

の

目

的

を

達

成

す

る

た

め

に

必

要

な

最

小

限

の

範

囲

で

、

適 

法

か

つ

公

正

な

手

段

に

よ

り

収

集

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

３ 

実

施

機

関

は

、

法

第

十

九

条

第

十

三

号

に

該

当

す

る

（

本

人

の

同

意

を

得

る

こ

と

が

困

難

で

あ

る

と

き

に 

 

」 



限

る

。

）

こ

と

に

よ

り

、

本

人

以

外

の

も

の

か

ら

特

定

個

人

情

報

を

収

集

し

た

と

き

は

、

速

や

か

に

そ

の

事 

実

を

本

人

に

通

知

す

る

と

と

も

に

、

港

区

個

人

情

報

保

護

条

例

（

平

成

四

年

港

区

条

例

第

二

号

）

第

六

条

に 
規

定

す

る

港

区

個

人

情

報

保

護

運

営

審

議

会

（

以

下

「

運

営

審

議

会

」

と

い

う

。

）

に

報

告

し

な

け

れ

ば

な 

ら

な

い

。 

（

事

務

の

登

録

） 

第

七

条 

実

施

機

関

は

、

事

務

を

開

始

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

特

定

個

人

情

報

取

扱

事 

務

登

録

簿

（

以

下

「

登

録

簿

」

と

い

う

。

）

に

登

録

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

一 

事

務

の

名

称 

 

二 

事

務

の

目

的 

 

三 

対

象

と

す

る

個

人

の

範

囲 

 

四 

記

録

す

る

特

定

個

人

情

報

の

項

目 

 

五 

特

定

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

（

法

第

二

条

第

九

項

に

規

定

す

る

特

定

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

を

い

う

。

以

下 

同

じ

。

）

の

名

称 

六 

特

定

個

人

情

報

保

護

評

価

（

法

第

二

十

六

条

第

一

項

に

規

定

す

る

特

定

個

人

情

報

保

護

評

価

を

い

う

。 

の

実

施

状

況 

七 

前

各

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

区

規

則

で

定

め

る

事

項 

２ 

実

施

機

関

は

、

事

務

を

開

始

し

、

又

は

前

項

の

規

定

に

よ

り

登

録

し

た

事

務

を

変

更

し

よ

う

と

す

る

場

合 

） 



に

お

い

て

、

い

ず

れ

の

実

施

機

関

に

お

い

て

も

記

録

し

て

い

な

い

項

目

の

特

定

個

人

情

報

を

新

た

に

収

集

す 

る

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

あ

ら

か

じ

め

運

営

審

議

会

の

意

見

を

聴

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ 
し

、

当

該

事

務

に

係

る

特

定

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

の

取

扱

い

に

つ

い

て

、

既

に

運

営

審

議

会

の

意

見

を

聴

い 

て

い

る

場

合

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。 

３ 

実

施

機

関

は

、

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

登

録

し

た

事

務

を

変

更

し

、

又

は

廃

止

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、 

当

該

登

録

を

修

正

し

、

又

は

抹

消

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

４ 

実

施

機

関

は

、

第

一

項

及

び

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

緊

急

か

つ

や

む

を

得

な

い

と

認

め

る

と

き

は

、 

事

務

を

開

始

し

、

又

は

変

更

し

た

後

に

登

録

簿

に

登

録

し

、

又

は

当

該

登

録

を

修

正

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

実

施

機

関

は

、

速

や

か

に

登

録

し

、

又

は

登

録

を

修

正

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

５ 

実

施

機

関

は

、

第

一

項

、

第

三

項

又

は

前

項

の

規

定

に

よ

り

登

録

し

、

又

は

登

録

を

修

正

し

、

若

し

く

は 

抹

消

し

た

と

き

は

、

運

営

審

議

会

に

報

告

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

６ 

実

施

機

関

は

、

登

録

簿

を

一

般

の

閲

覧

に

供

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 
 

 

第

三

章 

特

定

個

人

情

報

の

管

理 

（

適

正

管

理

の

原

則

） 

第

八

条 

実

施

機

関

は

、

事

務

の

目

的

を

達

成

す

る

た

め

、

特

定

個

人

情

報

を

正

確

か

つ

最

新

の

状

態

に

保

つ 

よ

う

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 

実

施

機

関

は

、

特

定

個

人

情

報

の

漏

え

い

、

滅

失

及

び

毀

損

の

防

止

そ

の

他

の

特

定

個

人

情

報

の

適

正

な 



管

理

の

た

め

に

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 
３ 
実

施

機

関

は

、

事

務

を

適

正

に

執

行

す

る

上

で

保

有

す

る

必

要

が

な

く

な

っ

た

特

定

個

人

情

報

に

つ

い

て 
は

、

速

や

か

に

廃

棄

し

、

又

は

消

去

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

４ 

実

施

機

関

は

、

特

定

個

人

情

報

を

適

正

に

管

理

す

る

た

め

、

特

定

個

人

情

報

保

護

管

理

責

任

者

を

置

か

な 

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

（

事

務

の

委

託

等

） 

第

九

条 

実

施

機

関

は

、

事

務

を

委

託

し

よ

う

と

す

る

と

き

、

又

は

指

定

管

理

者

（

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十 

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

三

項

に

規

定

す

る

指

定

管

理

者

を

い

う

。

以

下

同

じ

。 

に

区

の

公

の

施

設

の

管

理

（

事

務

を

含

む

場

合

に

限

る

。

以

下

同

じ

。

）

を

行

わ

せ

よ

う

と

す

る

と

き

は

、 

あ

ら

か

じ

め

委

託

又

は

管

理

の

内

容

及

び

条

件

に

つ

い

て

運

営

審

議

会

の

意

見

を

聴

く

と

と

も

に

、

そ

の

委 

託

契

約

又

は

協

定

に

お

い

て

、

当

該

事

務

に

係

る

特

定

個

人

情

報

の

保

護

に

関

し

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け 

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 

実

施

機

関

は

、

委

託

し

、

又

は

管

理

を

行

わ

せ

る

事

務

に

お

い

て

取

り

扱

う

特

定

個

人

情

報

の

安

全

管

理 

が

図

ら

れ

る

よ

う

、

当

該

委

託

を

受

け

た

も

の

又

は

指

定

管

理

者

に

対

す

る

必

要

か

つ

適

切

な

監

督

を

行

わ 

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

（

再

委

託

） 

第

十

条 

事

務

の

委

託

を

受

け

た

も

の

（

以

下

「

受

託

者

」

と

い

う

。

）

又

は

区

の

公

の

施

設

の

管

理

を

行

う 

 

） 



 

指

定

管

理

者

は

、

実

施

機

関

の

許

諾

を

得

た

場

合

に

限

り

、

当

該

事

務

の

再

委

託

（

指

定

管

理

者

に

あ

っ

て 

は

、

委

託

）

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

（

受

託

者

等

の

責

務

） 

第

十

一

条 
受

託

者

及

び

区

の

公

の

施

設

の

管

理

を

行

う

指

定

管

理

者

は

、

特

定

個

人

情

報

の

漏

え

い

、

滅

失 

及

び

毀

損

の

防

止

そ

の

他

の

特

定

個

人

情

報

の

適

正

な

管

理

の

た

め

に

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら 

な

い

。 

２ 

受

託

者

及

び

区

の

公

の

施

設

の

管

理

を

行

う

指

定

管

理

者

（

受

託

し

た

事

務

に

係

る

業

務

又

は

区

の

公

の 

施

設

の

管

理

（

以

下

「

受

託

業

務

等

」

と

い

う

。

）

に

従

事

し

て

い

る

者

及

び

従

事

し

て

い

た

者

を

含

む

。 

以

下

「

受

託

者

等

」

と

い

う

。

）

は

、

受

託

業

務

等

の

範

囲

を

超

え

て

特

定

個

人

情

報

の

加

工

、

再

生

等

を 

し

て

は

な

ら

な

い

。 

３ 

受

託

者

等

は

、

受

託

業

務

等

に

関

し

て

知

り

得

た

特

定

個

人

情

報

を

み

だ

り

に

他

人

に

知

ら

せ

、

又

は

不 

当

な

目

的

に

使

用

し

て

は

な

ら

な

い

。 

第

四

章 

特

定

個

人

情

報

の

利

用 

（

適

正

利

用

の

原

則

） 

第

十

二

条 

実

施

機

関

は

、

特

定

個

人

情

報

を

事

務

の

目

的

に

即

し

て

適

正

に

利

用

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

（

特

定

個

人

情

報

の

利

用

の

制

限

等

） 

第

十

三

条 

実

施

機

関

は

、

利

用

目

的

以

外

の

目

的

の

た

め

に

当

該

実

施

機

関

が

保

有

す

る

特

定

個

人

情

報

（ 



情

報

提

供

等

記

録

を

除

く

。

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

同

じ

。

）

を

利

用

し

て

は

な

ら

な

い

。 
２ 
前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

実

施

機

関

は

、

人

の

生

命

、

身

体

又

は

財

産

の

保

護

の

た

め

に

必

要

で

あ 
る

場

合

で

あ

っ

て

、

本

人

の

同

意

が

あ

り

、

又

は

本

人

の

同

意

を

得

る

こ

と

が

困

難

で

あ

る

と

き

は

、

利

用 

目

的

以

外

の

目

的

の

た

め

に

特

定

個

人

情

報

を

利

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

特

定

個

人

情

報

を

利 

用

目

的

以

外

の

目

的

の

た

め

に

利

用

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

本

人

又

は

第

三

者

の

権

利

利

益

を

不

当

に

侵

害 

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。 

３ 

実

施

機

関

は

、

前

項

本

文

の

規

定

に

よ

り

利

用

目

的

以

外

の

目

的

の

た

め

に

特

定

個

人

情

報

を

利

用

し

た 

と

き

（

本

人

の

同

意

を

得

る

こ

と

が

困

難

で

あ

る

と

き

に

限

る

。

）

は

、

速

や

か

に

そ

の

事

実

を

本

人

に

通 

知

す

る

と

と

も

に

、

運

営

審

議

会

に

報

告

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

４ 

実

施

機

関

は

、

第

二

項

本

文

の

規

定

に

よ

り

利

用

目

的

以

外

の

目

的

の

た

め

に

特

定

個

人

情

報

を

利

用

し 

た

と

き

は

、

区

規

則

で

定

め

る

事

項

を

記

録

簿

に

記

録

し

、

こ

れ

を

一

般

の

閲

覧

に

供

し

な

け

れ

ば

な

ら

な 

い

。 

（

情

報

提

供

等

記

録

の

利

用

の

制

限

） 

第

十

四

条 

実

施

機

関

は

、

利

用

目

的

以

外

の

目

的

の

た

め

に

情

報

提

供

等

記

録

を

利

用

し

て

は

な

ら

な

い

。 

（

特

定

個

人

情

報

の

提

供

の

制

限

等

） 

第

十

五

条 

実

施

機

関

は

、

法

第

十

九

条

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合

を

除

き

、

特

定

個

人

情

報

の

提 

供

を

し

て

は

な

ら

な

い

。 



２ 

第

十

三

条

第

三

項

（

法

第

十

九

条

第

十

三

号

に

該

当

す

る

場

合

で

あ

っ

て

、

本

人

の

同

意

を

得

る

こ

と

が 

困

難

な

と

き

に

限

る

。

）

及

び

第

四

項

の

規

定

は

、

実

施

機

関

が

保

有

す

る

特

定

個

人

情

報

を

他

の

実

施

機 
関

に

提

供

す

る

場

合

に

つ

い

て

準

用

す

る

。 

３ 

実

施

機

関

か

ら

特

定

個

人

情

報

の

提

供

を

受

け

た

も

の

（

他

の

実

施

機

関

を

除

く

。

）

は

、

個

人

の

権

利 

利

益

を

不

当

に

侵

害

す

る

こ

と

が

な

い

よ

う

に

当

該

特

定

個

人

情

報

を

適

正

に

管

理

し

、

及

び

利

用

し

な

け 

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 
 

 

第

五

章 

特

定

個

人

情

報

保

護

評

価 

（

運

営

審

議

会

へ

の

意

見

聴

取

） 

第

十

六

条 

実

施

機

関

は

、

事

務

が

特

定

個

人

情

報

保

護

評

価

に

関

す

る

規

則

（

平

成

二

十

六

年

特

定

個

人

情 

報

保

護

委

員

会

規

則

第

一

号

）

第

六

条

第

一

項

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合

は

、

同

規

則

第

二

条

第 

二

号

に

規

定

す

る

重

点

項

目

評

価

書

に

記

載

さ

れ

た

当

該

特

定

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

の

取

扱

い

に

つ

い

て

、 

運

営

審

議

会

の

意

見

を

聴

く

も

の

と

す

る

。 

 
 

 

第

六

章 

自

己

情

報

の

開

示

、

訂

正

及

び

利

用

の

停

止

等 

（

開

示

の

請

求

） 

第

十

七

条 

区

民

等

は

、

実

施

機

関

に

対

し

、

自

己

情

報

の

閲

覧

、

視

聴

又

は

写

し

の

交

付

（

以

下

「

開

示

」 

と

い

う

。

）

を

請

求

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

２ 

未

成

年

者

若

し

く

は

成

年

被

後

見

人

の

法

定

代

理

人

又

は

本

人

の

委

任

に

よ

る

代

理

人

（

以

下

「

代

理

人 
 

」 



と

総

称

す

る

。

）

は

、

本

人

に

代

わ

っ

て

前

項

の

開

示

を

請

求

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 
３ 
実

施

機

関

は

、

第

一

項

又

は

前

項

の

規

定

に

よ

る

開

示

の

請

求

に

係

る

自

己

情

報

が

次

の

各

号

の

い

ず

れ 
か

に

該

当

す

る

場

合

は

、

開

示

の

請

求

に

応

じ

な

い

こ

と

が

で

き

る

。 

一 

法

令

、

条

例

又

は

こ

れ

ら

に

基

づ

く

規

則

（

以

下

「

法

令

等

」

と

い

う

。

）

の

規

定

に

よ

り

開

示

を

す 

る

こ

と

が

で

き

な

い

場

合 

 

二 

本

人

又

は

第

三

者

の

生

命

、

健

康

、

生

活

又

は

財

産

を

害

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

場

合 

 

三 

個

人

の

評

価

、

診

断

、

判

定

、

指

導

、

相

談

、

推

薦

、

選

考

等

に

関

す

る

も

の

で

、

本

人

に

開

示

を

し 

な

い

こ

と

が

正

当

と

認

め

ら

れ

る

場

合 

 

四 

取

締

り

、

調

査

、

交

渉

、

照

会

、

争

訟

等

に

関

す

る

も

の

で

、

開

示

を

す

る

こ

と

に

よ

り

業

務

の

適

正 

な

執

行

に

支

障

が

生

ず

る

お

そ

れ

が

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

場

合 

 

五 

第

三

者

に

関

す

る

情

報

を

含

む

も

の

で

あ

っ

て

、

開

示

を

す

る

こ

と

に

よ

り

、

当

該

第

三

者

の

権

利

利 

益

を

不

当

に

侵

害

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

場

合 

 

六 

前

各

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

運

営

審

議

会

の

意

見

を

聴

い

て

、

公

益

又

は

区

民

福

祉

の

向

上

の

た 

め

に

開

示

を

し

な

い

こ

と

が

特

に

必

要

と

認

め

ら

れ

る

場

合 

４ 

実

施

機

関

は

、

開

示

の

請

求

に

係

る

自

己

情

報

に

、

前

項

の

規

定

に

よ

り

開

示

の

請

求

に

応

じ

な

い

こ

と 

が

で

き

る

自

己

情

報

と

そ

れ

以

外

の

自

己

情

報

と

が

あ

る

場

合

に

お

い

て

、

そ

れ

ら

を

容

易

に

分

け

る

こ

と 

が

で

き

、

か

つ

、

分

け

て

も

開

示

の

請

求

の

趣

旨

が

損

な

わ

れ

な

い

と

認

め

る

と

き

は

、

開

示

の

請

求

に

応 



じ

な

い

こ

と

が

で

き

る

自

己

情

報

を

除

い

て

、

開

示

の

請

求

に

応

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 
５ 
実

施

機

関

は

、

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

開

示

の

請

求

に

応

じ

な

い

こ

と

と

し

た

自

己

情

報

で

あ

っ

て

も

、 
期

間

の

経

過

に

よ

り

、

そ

の

理

由

が

な

く

な

っ

た

と

き

は

、

開

示

の

請

求

に

応

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

６ 

実

施

機

関

は

、

自

己

情

報

の

開

示

を

す

る

こ

と

に

よ

り

当

該

自

己

情

報

を

汚

損

し

、

又

は

破

損

す

る

お

そ 

れ

が

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

と

き

そ

の

他

相

当

の

理

由

が

あ

る

と

き

は

、

当

該

自

己

情

報

の

開

示

に

代

え

て

、 

そ

の

写

し

の

開

示

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

（

自

己

情

報

の

存

否

に

関

す

る

情

報

） 

第

十

八

条 

実

施

機

関

は

、

開

示

の

請

求

に

係

る

自

己

情

報

の

存

在

の

有

無

を

答

え

る

だ

け

で

、

前

条

第

三

項 

各

号

に

規

定

す

る

開

示

の

請

求

に

応

じ

な

い

こ

と

の

で

き

る

情

報

を

開

示

す

る

こ

と

と

な

る

と

き

は

、

当

該 

自

己

情

報

の

存

否

を

答

え

な

い

こ

と

（

以

下

「

存

否

応

答

拒

否

」

と

い

う

。

）

が

で

き

る

。 

２ 

実

施

機

関

は

、

前

項

の

存

否

応

答

拒

否

の

決

定

を

し

た

と

き

は

、

運

営

審

議

会

に

そ

の

内

容

を

報

告

し

な 

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

（

訂

正

の

請

求

） 

第

十

九

条 

区

民

等

は

、

自

己

情

報

に

事

実

の

誤

り

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

実

施

機

関

に

対

し

、

当

該

自 

己

情

報

の

訂

正

を

請

求

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

２ 

代

理

人

は

、

本

人

に

代

わ

っ

て

前

項

の

訂

正

を

請

求

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

（

利

用

の

停

止

等

の

請

求

） 



第

二

十

条 

区

民

等

は

、

自

己

情

報

（

自

己

に

関

す

る

情

報

提

供

等

記

録

を

除

く

。

こ

の

条

に

お

い

て

同

じ

。 

が

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

認

め

る

と

き

は

、

当

該

自

己

情

報

を

保

有

す

る

実

施

機

関

に

対

し

、 
当

該

各

号

に

定

め

る

措

置

（

以

下

「

利

用

の

停

止

等

」

と

い

う

。

）

を

請

求

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 

一 

実

施

機

関

に

よ

り

適

法

に

取

得

さ

れ

た

も

の

で

な

い

と

き

、

利

用

目

的

の

達

成

に

必

要

な

範

囲

を

超

え 

て

保

有

さ

れ

て

い

る

と

き

、

第

六

条

第

一

項

の

規

定

に

違

反

し

て

収

集

さ

れ

、

若

し

く

は

保

管

さ

れ

て

い 

る

と

き

、

第

十

三

条

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

に

違

反

し

て

利

用

さ

れ

て

い

る

と

き

、

又

は

法

第

二

十 

八

条

の

規

定

に

違

反

し

て

作

成

さ

れ

た

特

定

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

に

記

録

さ

れ

て

い

る

と

き

。 

当

該

自 

己

情

報

の

利

用

の

停

止

又

は

削

除 

 

二 

第

十

五

条

第

一

項

の

規

定

に

違

反

し

て

提

供

さ

れ

て

い

る

と

き

。 

当

該

自

己

情

報

の

提

供

の

停

止 

２ 

代

理

人

は

、

本

人

に

代

わ

っ

て

前

項

の

利

用

の

停

止

等

を

請

求

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

（

開

示

等

の

請

求

方

法

） 

第

二

十

一

条 

第

十

七

条

か

ら

前

条

ま

で

（

第

十

八

条

を

除

く

。

）

の

規

定

に

よ

り

自

己

情

報

の

開

示

、

訂

正 

又

は

利

用

の

停

止

等

（

以

下

「

開

示

等

」

と

い

う

。

）

を

請

求

し

よ

う

と

す

る

者

は

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を 

記

載

し

た

請

求

書

を

実

施

機

関

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

一 

氏

名

及

び

住

所 

二 

開

示

等

の

請

求

に

係

る

自

己

情

報

を

特

定

す

る

た

め

に

必

要

な

事

項 

三 

開

示

等

の

請

求

の

趣

旨

及

び

理

由 

 

） 



四 

前

三

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

区

規

則

で

定

め

る

事

項 
２ 
自

己

情

報

の

開

示

等

を

請

求

し

よ

う

と

す

る

者

は

、

自

己

が

当

該

請

求

に

係

る

特

定

個

人

情

報

の

本

人

又 
は

そ

の

代

理

人

で

あ

る

こ

と

を

証

明

す

る

た

め

に

必

要

な

書

類

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

を

実

施

機 

関

に

提

出

し

、

又

は

提

示

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

３ 

実

施

機

関

は

、

第

一

項

に

規

定

す

る

請

求

書

に

形

式

上

の

不

備

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

当

該

請

求

書 

を

提

出

し

た

者

（

以

下

「

開

示

等

請

求

者

」

と

い

う

。

）

に

対

し

、

相

当

の

期

間

を

定

め

て

、

そ

の

補

正

を 

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

実

施

機

関

は

、

開

示

等

請

求

者

に

対

し

、

補

正

の

参

考

と 

な

る

情

報

を

提

供

す

る

よ

う

努

め

る

も

の

と

す

る

。 

（

開

示

等

の

請

求

に

対

す

る

決

定

） 

第

二

十

二

条 

実

施

機

関

は

、

前

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

請

求

が

あ

っ

た

と

き

は

、

請

求

が

あ

っ

た

日

の

翌 

日

か

ら

起

算

し

て

、

開

示

の

請

求

に

あ

っ

て

は

十

四

日

以

内

に

、

そ

の

他

の

請

求

に

あ

っ

て

は

二

十

日

以

内 

に

、

当

該

請

求

に

応

じ

る

か

否

か

又

は

存

否

応

答

拒

否

の

決

定

（

以

下

「

可

否

等

の

決

定

」

と

い

う

。

）

を 

し

、

そ

の

旨

を

書

面

に

よ

り

速

や

か

に

開

示

等

請

求

者

に

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

前

条

第 

三

項

の

規

定

に

よ

り

補

正

を

求

め

た

場

合

に

あ

っ

て

は

、

当

該

補

正

に

要

し

た

日

数

は

、

当

該

期

間

に

算

入 

し

な

い

。 

２ 

前

項

の

場

合

に

お

い

て

、

開

示

等

の

請

求

に

応

じ

な

い

旨

の

決

定

（

開

示

等

の

請

求

の

一

部

に

つ

い

て

応 

じ

な

い

旨

の

決

定

を

含

む

。

）

又

は

存

否

応

答

拒

否

の

決

定

を

し

た

と

き

は

、

そ

の

理

由

を

併

せ

て

通

知

し 



な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 
３ 
実

施

機

関

は

、

や

む

を

得

な

い

理

由

に

よ

り

、

第

一

項

に

規

定

す

る

期

間

内

に

可

否

等

の

決

定

を

す

る

こ 
と

が

で

き

な

い

と

き

は

、

同

項

に

規

定

す

る

期

間

が

経

過

し

た

日

か

ら

起

算

し

て

三

十

日

を

限

度

と

し

て

そ 

の

期

間

を

延

長

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

実

施

機

関

は

、

延

長

の

理

由

及

び

可

否

等

の 

決

定

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

期

日

を

速

や

か

に

開

示

等

請

求

者

に

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

４ 

実

施

機

関

は

、

開

示

等

の

請

求

に

係

る

自

己

情

報

が

著

し

く

大

量

で

あ

る

た

め

、

第

一

項

及

び

前

項

に

規 

定

す

る

期

間

内

に

そ

の

全

て

に

つ

い

て

可

否

等

の

決

定

を

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

と

き

は

、

当

該

自

己

情

報 

の

う

ち

の

相

当

の

部

分

に

つ

き

、

当

該

期

間

内

に

可

否

等

の

決

定

を

し

、

残

り

の

自

己

情

報

に

つ

い

て

は

、 

相

当

の

期

間

内

に

決

定

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

実

施

機

関

は

、

そ

の

理

由

及

び

決

定 

す

る

こ

と

が

で

き

る

時

期

を

開

示

等

請

求

者

に

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

（

第

三

者

に

対

す

る

意

見

照

会

等

） 

第

二

十

三

条 

実

施

機

関

は

、

開

示

の

請

求

に

係

る

自

己

情

報

に

第

三

者

に

関

す

る

情

報

が

含

ま

れ

て

い

る

場 

合

に

お

い

て

、

開

示

の

請

求

に

応

じ

る

旨

の

決

定

（

以

下

「

開

示

の

決

定

」

と

い

う

。

）

を

し

よ

う

と

す

る 

と

き

は

、

あ

ら

か

じ

め

、

当

該

第

三

者

に

対

し

、

当

該

第

三

者

に

関

す

る

情

報

の

内

容

等

を

通

知

し

、

意

見 

書

を

提

出

す

る

機

会

を

与

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

当

該

第

三

者

の

所

在

が

判

明

し

な

い

場

合

は

、 

こ

の

限

り

で

な

い

。 

２ 

実

施

機

関

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

り

意

見

書

の

提

出

の

機

会

を

与

え

ら

れ

た

第

三

者

が

当

該

第

三

者

に

関 



す

る

情

報

の

開

示

に

反

対

の

意

思

を

表

示

し

た

意

見

書

を

提

出

し

た

場

合

に

お

い

て

、

開

示

の

決

定

を

す

る 

と

き

は

、

開

示

の

決

定

の

日

と

開

示

を

す

る

日

と

の

間

に

少

な

く

と

も

二

週

間

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 
こ

の

場

合

に

お

い

て

、

実

施

機

関

は

、

開

示

の

決

定

後

直

ち

に

、

当

該

第

三

者

に

対

し

、

開

示

の

決

定

を

し 

た

旨

及

び

そ

の

理

由

並

び

に

開

示

を

す

る

日

を

書

面

に

よ

り

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

（

決

定

後

の

手

続

） 

第

二

十

四

条 

実

施

機

関

は

、

第

二

十

二

条

第

一

項

、

第

三

項

及

び

第

四

項

の

規

定

に

よ

り

自

己

情

報

の

開

示 

等

の

請

求

に

応

じ

る

旨

の

決

定

を

し

た

と

き

は

、

速

や

か

に

当

該

請

求

に

応

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 

実

施

機

関

は

、

自

己

情

報

の

訂

正

又

は

利

用

の

停

止

等

の

請

求

に

応

じ

る

旨

の

決

定

を

し

た

と

き

は

、

当 

該

特

定

個

人

情

報

の

提

供

を

受

け

て

い

る

も

の

に

そ

の

旨

を

通

知

す

る

等

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な 

ら

な

い

。 

３ 

実

施

機

関

は

、

自

己

情

報

の

訂

正

の

請

求

に

応

じ

る

旨

の

決

定

に

基

づ

き

当

該

実

施

機

関

が

保

有

す

る

情 

報

提

供

等

記

録

の

訂

正

を

し

た

場

合

に

お

い

て

、

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

総

務

大

臣

及

び

法

第

十 

九

条

第

七

号

に

規

定

す

る

情

報

照

会

者

又

は

情

報

提

供

者

（

法

第

二

十

三

条

第

一

項

及

び

第

二

項

に

規

定

す 

る

記

録

に

記

録

さ

れ

た

者

で

あ

っ

て

、

当

該

実

施

機

関

以

外

の

も

の

に

限

る

。

）

に

対

し

、

遅

滞

な

く

、

そ 

の

旨

を

書

面

に

よ

り

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。 

 
 

 

第

七

章 

救

済

の

手

続 

（

苦

情

の

処

理

） 



第

二

十

五

条 

実

施

機

関

は

、

実

施

機

関

の

特

定

個

人

情

報

の

取

扱

い

に

関

す

る

区

民

等

の

苦

情

に

迅

速

か

つ

適

切

に

対

応

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

（

不

服

申

立

て

） 

第

二

十

六

条 

実

施

機

関

は

、

こ

の

条

例

の

規

定

に

よ

る

処

分

に

関

し

、

行

政

不

服

審

査

法

（

昭

和

三

十

七

年 

法

律

第

百

六

十

号

）

の

規

定

に

基

づ

く

不

服

申

立

て

が

あ

っ

た

場

合

は

、

当

該

不

服

申

立

て

が

明

ら

か

に

不 

適

法

で

あ

る

こ

と

を

理

由

と

し

て

却

下

す

る

と

き

及

び

当

該

不

服

申

立

て

に

係

る

処

分

を

取

り

消

す

と

き

を 

除

き

、

速

や

か

に

港

区

情

報

公

開

・

個

人

情

報

保

護

審

査

会

条

例

（

平

成

四

年

港

区

条

例

第

三

号

）

第

一

条 

に

規

定

す

る

港

区

情

報

公

開

・

個

人

情

報

保

護

審

査

会

に

諮

問

し

、

そ

の

意

見

を

尊

重

し

て

、

当

該

不

服

申 

立

て

に

つ

い

て

決

定

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 
 

 

第

八

章 

雑

則 

（

費

用

負

担

） 

第

二

十

七

条 

こ

の

条

例

の

規

定

に

よ

る

自

己

情

報

の

開

示

等

に

係

る

手

数

料

は

、

無

料

と

す

る

。

た

だ

し

、 

こ

の

条

例

の

規

定

に

よ

る

自

己

情

報

の

写

し

の

交

付

に

要

す

る

費

用

は

、

請

求

者

の

負

担

と

す

る

。 

２ 

前

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

写

し

の

交

付

に

要

す

る

費

用

は

、

区

規

則

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

徴

収

す 

る

。 

３ 

第

一

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

写

し

の

交

付

に

要

す

る

費

用

は

、

生

活

保

護

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第 

百

四

十

四

号

）

に

よ

り

保

護

を

受

け

る

者

か

ら

請

求

が

あ

る

と

き

そ

の

他

区

長

が

特

別

の

理

由

が

あ

る

と

認 



め

る

と

き

は

、

こ

れ

を

減

額

し

、

又

は

免

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 
（

他

の

法

令

等

と

の

調

整

等

） 

第

二

十

八

条 

他

の

法

令

等

（

法

附

則

第

六

条

第

五

項

に

規

定

す

る

情

報

提

供

等

記

録

開

示

シ

ス

テ

ム

に

係

る 

 

も

の

を

除

く

。

）

の

規

定

に

よ

り

、

実

施

機

関

に

対

し

て

自

己

情

報

の

開

示

等

の

請

求

そ

の

他

こ

れ

に

類

す 

 

る

請

求

が

で

き

る

場

合

は

、

そ

の

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。 

（

事

業

者

等

へ

の

支

援

） 

第

二

十

九

条 

区

長

は

、

特

定

個

人

情

報

の

適

正

な

取

扱

い

を

確

保

す

る

た

め

、

事

業

者

及

び

区

民

に

対

す

る 

支

援

に

必

要

な

措

置

を

講

ず

る

よ

う

努

め

る

も

の

と

す

る

。 

（

苦

情

の

処

理

の

あ

っ

せ

ん

等

） 

第

三

十

条 

区

長

は

、

特

定

個

人

情

報

の

取

扱

い

に

関

し

、

事

業

者

と

区

民

と

の

間

に

生

じ

た

苦

情

が

適

切

か 

つ

迅

速

に

処

理

さ

れ

る

よ

う

に

す

る

た

め

、

苦

情

の

処

理

の

あ

っ

せ

ん

そ

の

他

必

要

な

措

置

を

講

ず

る

よ

う 

努

め

る

も

の

と

す

る

。 

（

国

等

へ

の

要

請

） 

第

三

十

一

条 

区

長

は

、

特

定

個

人

情

報

を

保

護

す

る

た

め

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

国

、

他

の

地 

方

公

共

団

体

等

に

適

切

な

措

置

を

と

る

よ

う

要

請

す

る

も

の

と

す

る

。 

（

実

施

状

況

の

公

表

） 

第

三

十

二

条 

区

長

は

、

少

な

く

と

も

毎

年

一

回

、

こ

の

条

例

に

よ

る

特

定

個

人

情

報

の

保

護

制

度

の

実

施

状 



況

に

つ

い

て

、

公

表

す

る

も

の

と

す

る

。 
（

委

任

） 

第

三

十

三

条 

こ

の

条

例

の

施

行

に

つ

い

て

必

要

な

事

項

は

、

区

規

則

で

定

め

る

。 

 
 

 

付 
則 

（

施

行

期

日

） 

１ 

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

七

年

十

月

五

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

規

定

は

、

当 

該

各

号

に

定

め

る

日

か

ら

施

行

す

る

。 

一 

第

一

章

、

第

五

章

及

び

第

三

十

三

条

並

び

に

次

項

及

び

付

則

第

三

項

の

規

定 

公

布

の

日 

 

二 

第

七

条

、

第

九

条

か

ら

第

十

三

条

ま

で

、

第

十

五

条

第

二

項

及

び

第

三

項

並

び

に

第

三

十

二

条

の

規

定 

平

成

二

十

八

年

一

月

一

日 

 

三 

第

十

四

条

及

び

第

二

十

四

条

第

三

項

の

規

定 

法

附

則

第

一

条

第

五

号

に

掲

げ

る

規

定

の

施

行

の

日 

（

準

備

行

為

） 

２ 

実

施

機

関

は

、

こ

の

条

例

（

前

項

各

号

に

掲

げ

る

規

定

に

つ

い

て

は

、

当

該

各

規

定

。

以

下

こ

の

項

に

お 

い

て

同

じ

。

）

の

施

行

の

日

前

に

お

い

て

も

、

こ

の

条

例

の

実

施

の

た

め

に

必

要

な

事

務

の

登

録

、

運

営

審 

議

会

へ

の

意

見

聴

取

そ

の

他

の

準

備

行

為

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

（

検

討

） 

３ 

区

は

、

法

第

九

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

き

個

人

番

号

を

利

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

事

務

及

び

法

第

十

九 



条

第

九

号

の

規

定

に

基

づ

き

他

の

実

施

機

関

に

特

定

個

人

情

報

を

提

供

す

る

こ

と

が

で

き

る

事

務

等

に

つ

い 

て

、

必

要

な

検

討

を

加

え

、

平

成

二

十

八

年

一

月

一

日

ま

で

に

こ

の

条

例

で

定

め

る

も

の

と

す

る

。 

（

説 
明

） 

 

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

（

平

成

二

十

五

年

法 

律

第

二

十

七

号

）

が

施

行

さ

れ

る

こ

と

に

伴

い

、

区

に

お

け

る

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に

特

定

個

人

情

報

の

保 

護

及

び

提

供

に

つ

い

て

必

要

な

事

項

を

定

め

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 



議

案

第

三

十

八

号 

 
 

 

港

区

個

人

情

報

保

護

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

個

人

情

報

保

護

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

港

区

個

人

情

報

保

護

条

例

（

平

成

四

年

港

区

条

例

第

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

第

二

条

第

一

号

中

「

磁

気

テ

ー

プ

」

を

「

電

磁

的

記

録

媒

体

（

電

子

的

方

式

、

磁

気

的

方

式

そ

の

他

人

の

知 

覚

に

よ

っ

て

は

認

識

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

方

式

で

作

ら

れ

る

記

録

で

あ

っ

て

電

子

計

算

機

（

汎

用

電

子

計

算 

機

及

び

こ

れ

に

類

す

る

機

能

を

有

す

る

機

器

で

区

規

則

で

定

め

る

も

の

を

い

う

。

第

二

十

条

及

び

第

二

十

一

条 

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

よ

る

情

報

処

理

の

用

に

供

さ

れ

る

も

の

に

係

る

記

録

媒

体

を

い

う

。

）

」

に

改

め

、

同 

条

第

四

号

中

「

及

び

地

方

公

共

団

体

」

を

「

、

独

立

行

政

法

人

等

（

独

立

行

政

法

人

等

の

保

有

す

る

個

人

情

報 

の

保

護

に

関

す

る

法

律

（

平

成

十

五

年

法

律

第

五

十

九

号

）

第

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

独

立

行

政

法

人

等

を 

い

う

。

）

、

地

方

公

共

団

体

及

び

地

方

独

立

行

政

法

人

（

地

方

独

立

行

政

法

人

法

（

平

成

十

五

年

法

律

第

百

十 

八

号

）

第

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

地

方

独

立

行

政

法

人

を

い

う

。

）

」

に

改

め

る

。 



 

第

六

条

中

「

保

護

制

度

」

の

下

に

「

及

び

港

区

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に

特

定

個

人

情

報

の

保

護

及

び

提

供 
に

関

す

る

条

例

（

平

成

二

十

七

年

港

区

条

例

第 
 

 

号

。

以

下

「

特

定

個

人

情

報

保

護

条

例

」

と

い

う

。

） 

に

よ

る

特

定

個

人

情

報

（

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法 

律

（

平

成

二

十

五

年

法

律

第

二

十

七

号

）

第

二

条

第

八

項

に

規

定

す

る

特

定

個

人

情

報

を

い

う

。

第

三

十

七

条 

の

二

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

保

護

制

度

」

を

加

え

る

。 

 

第

七

条

第

一

項

第

一

号

中

「

第

三

十

五

条

第

二

項

の

規

定

」

の

下

に

「

並

び

に

特

定

個

人

情

報

保

護

条

例

第 

七

条

第

二

項

本

文

、

第

九

条

第

一

項

及

び

第

十

七

条

第

三

項

第

六

号

の

規

定

」

を

加

え

、

同

項

第

二

号

中

「

第 

二

十

二

条

の

二

第

二

項

の

規

定

」

の

下

に

「

並

び

に

特

定

個

人

情

報

保

護

条

例

第

六

条

第

三

項

、

第

七

条

第

五 

項

、

第

十

三

条

第

三

項

（

第

十

五

条

第

二

項

の

規

定

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

及

び

第

十

八

条

第 

二

項

の

規

定

」

を

加

え

る

。 

 

第

十

五

条

中

「

同

じ

。

）

に

」

の

下

に

「

区

の

」

を

、

「

限

る

。

」

の

下

に

「

以

下

同

じ

。

」

を

加

え

、

同 

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

２ 

実

施

機

関

は

、

委

託

し

、

又

は

管

理

を

行

わ

せ

る

業

務

に

お

い

て

取

り

扱

う

個

人

情

報

の

安

全

管

理

が

図 

ら

れ

る

よ

う

、

当

該

委

託

を

受

け

た

も

の

又

は

指

定

管

理

者

に

対

す

る

必

要

か

つ

適

切

な

監

督

を

行

わ

な

け 

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

第

十

五

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。 

（

再

委

託

） 



第

十

五

条

の

二 

業

務

の

委

託

を

受

け

た

も

の

（

以

下

「

受

託

者

」

と

い

う

。

）

又

は

区

の

公

の

施

設

の

管

理 

 
を

行

う

指

定

管

理

者

は

、

実

施

機

関

の

許

諾

を

得

た

場

合

に

限

り

、

当

該

業

務

の

再

委

託

（

指

定

管

理

者

に 

 

あ

っ

て

は

、

委

託

）

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 

第

十

六

条

第

一

項

中

「

実

施

機

関

か

ら

業

務

の

委

託

を

受

け

た

も

の

（

以

下

「

受

託

者

」

と

い

う

。

）

」

を 

「

受

託

者

」

に

、

「

指

定

管

理

者

」

を

「

管

理

を

行

う

指

定

管

理

者

」

に

、

「

き

損

」

を

「

毀

損

」

に

改

め

、 

同

条

第

二

項

中

「

指

定

管

理

者

」

を

「

管

理

を

行

う

指

定

管

理

者

」

に

改

め

る

。 

 

第

二

十

条

中

「

（

汎

用

電

子

計

算

機

及

び

こ

れ

に

類

す

る

機

能

を

有

す

る

機

器

で

区

規

則

で

定

め

る

も

の

を 

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

」

を

削

る

。 

 

第

二

十

一

条

第

一

項

た

だ

し

書

中

「

と

き

」

の

下

に

「

又

は

法

令

等

の

定

め

が

あ

る

と

き

」

を

加

え

る

。 

 

第

三

十

条

中

「

速

や

か

に

」

の

下

に

「

港

区

情

報

公

開

・

個

人

情

報

保

護

審

査

会

条

例

（

平

成

四

年

港

区

条 

例

第

三

号

）

第

一

条

に

規

定

す

る

」

を

加

え

る

。 

 

第

三

十

一

条

に

次

の

二

項

を

加

え

る

。 

２ 

前

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

写

し

の

交

付

に

要

す

る

費

用

は

、

区

規

則

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

徴

収

す 

る

。 

３ 

第

一

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

写

し

の

交

付

に

要

す

る

費

用

は

、

生

活

保

護

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第 

百

四

十

四

号

）

に

よ

り

保

護

を

受

け

る

者

か

ら

請

求

が

あ

る

と

き

そ

の

他

区

長

が

特

別

の

理

由

が

あ

る

と

認 

め

る

と

き

は

、

こ

れ

を

減

額

し

、

又

は

免

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 は

ん 



 

第

三

十

七

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。 
（

適

用

除

外

等

） 

第

三

十

七

条

の

二 

特

定

個

人

情

報

に

つ

い

て

は

、

こ

の

条

例

（

第

二

章

及

び

第

六

章

を

除

く

。

）

の

規

定

は

、 

適

用

し

な

い

。 

２ 

実

施

機

関

に

お

け

る

特

定

個

人

情

報

の

取

扱

い

及

び

実

施

機

関

が

保

有

す

る

自

己

に

関

す

る

特

定

個

人

情 

報

の

開

示

、

訂

正

、

削

除

等

の

請

求

に

係

る

事

項

に

つ

い

て

は

、

別

に

条

例

で

定

め

る

。 

 
 

 

付 

則 

 

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

七

年

十

月

五

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

十

五

条

に

一

項

を

加

え

る

改

正

規 

定

、

第

十

五

条

の

次

に

一

条

を

加

え

る

改

正

規

定

及

び

第

十

六

条

第

一

項

の

改

正

規

定

（

「

実

施

機

関

か

ら

業 

務

の

委

託

を

受

け

た

も

の

（

以

下

「

受

託

者

」

と

い

う

。

）

」

を

「

受

託

者

」

に

改

め

る

部

分

に

限

る

。

）

は

、 

平

成

二

十

八

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

（

説 

明

） 

 

港

区

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に

特

定

個

人

情

報

の

保

護

及

び

提

供

に

関

す

る

条

例

を

制

定

す

る

こ

と

に

伴

い

、 

規

定

を

整

備

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 



議

案

第

三

十

九

号 

 
 

 

港

区

情

報

公

開

・

個

人

情

報

保

護

審

査

会

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 
 

 
 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

情

報

公

開

・

個

人

情

報

保

護

審

査

会

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

港

区

情

報

公

開

・

個

人

情

報

保

護

審

査

会

条

例

（

平

成

四

年

港

区

条

例

第

三

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改 

正

す

る

。 

 

第

一

条

中

「

及

び

」

を

「

、

」

に

改

め

、

「

第

三

十

条

」

の

下

に

「

及

び

港

区

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に

特 

定

個

人

情

報

の

保

護

及

び

提

供

に

関

す

る

条

例

（

平

成

二

十

七

年

港

区

条

例

第 
 

 

号

）

第

二

十

六

条

」

を 

加

え

る

。 

 

第

八

条

中

「

個

人

に

関

す

る

情

報

（

事

業

を

営

む

個

人

の

当

該

事

業

に

係

る

情

報

を

除

く

。

）

で

、

特

定

の 

個

人

が

識

別

さ

れ

、

又

は

識

別

さ

れ

得

る

も

の

で

あ

っ

て

、

文

書

、

図

画

、

写

真

、

フ

ィ

ル

ム

、

磁

気

テ

ー

プ 

等

に

記

録

さ

れ

る

も

の

又

は

記

録

さ

れ

た

も

の

」

を

「

港

区

個

人

情

報

保

護

条

例

第

二

条

第

一

号

に

規

定

す

る 

個

人

情

報

」

に

改

め

る

。 



 
 

 

付 

則 

 
こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

七

年

十

月

五

日

か

ら

施

行

す

る

。 

（

説 
明

） 

 

港

区

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に

特

定

個

人

情

報

の

保

護

及

び

提

供

に

関

す

る

条

例

を

制

定

す

る

こ

と

に

伴

い

、 

規

定

を

整

備

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 



議

案

第

四

十

号 

 
 

 

港

区

街

づ

く

り

推

進

事

務

手

数

料

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 

  
 

 

港

区

街

づ

く

り

推

進

事

務

手

数

料

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

港

区

街

づ

く

り

推

進

事

務

手

数

料

条

例

（

平

成

十

二

年

港

区

条

例

第

十

六

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正 

す

る

。 

 

別

表

一

の

部

三

十

七

の

項

の

次

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。 

      

 

 

 

三
十
七
の
二 

建

築
基
準
法
第
五

十
八
条
に
規
定

す
る
高
度
地
区

に
関
す
る
都
市

計
画
に
基
づ
く

建
築
物
の
絶
対

高
さ
制
限
の
特

例
の
認
定
の
申

請
に
対
す
る
審

査 

高
度
地
区
に

お
け
る
建
築

物
の
絶
対
高

さ
制
限
の
特

例
認
定
申
請

手
数
料
○
○

○
○
○ 

あ
あ
あ 

二
万
八
千
円

あ
あ
あ 

認
定
申
請 

の
と
き
。 

○ あ
あ
あ 



                 

高
度
地
区
に

お
け
る
建
築

物
の
絶
対
高

さ
制
限
の
特

例
許
可
申
請

手
数
料
○
○

○
○
○ 

あ
あ
あ 

三
十
七
の
三 

建

築
基
準
法
第
五

十
八
条
に
規
定

す
る
高
度
地
区

に
関
す
る
都
市

計
画
に
基
づ
く

建
築
物
の
絶
対

高
さ
制
限
の
特

例
の
許
可
の
申

請
に
対
す
る
審

査
○ 

許
可
申
請 

の
と
き
。 

○ あ
あ
あ 

十
六
万
円

あ
あ
あ 

す
る
都
市
計
画

で
定
め
る
高
度

地
区
の
計
画
書

に
基
づ
く
建
築

物
の
絶
対
高
さ

例
の
認
定
の
申

請
に
対
す
る
審

査
○
○
○ 

限
の
特
例
許

可
申
請
手
数

料
○
○ 

あ
あ
あ 

あ
あ
あ 

 三
十
七
の
四 

建

築
基
準
法
第
五

十
八
条
に
規
定

す
る
高
度
地
区

に
関
す
る
都
市

計
画
に
基
づ
く

建
築
物
の
絶
対

高
さ
制
限
に
係

る
経
過
措
置
に

よ
る
適
用
除
外

の
認
定
の
申
請

に
対
す
る
審
査

○
○
○ 

高
度
地
区
に

お
け
る
建
築

物
の
絶
対
高

さ
制
限
の
適

用
除
外
に
係

る
認
定
申
請

手
数
料
○
○

○ あ
あ
あ 

二
万
八
千
円

あ
あ
あ 

認
定
申
請 

の
と
き
。 

○ あ
あ
あ 



 
 

 
   

付 
則 

 

こ

の

条

例

は

、

区

規

則

で

定

め

る

日

か

ら

施

行

す

る

。 

（

説 

明

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

都

市

計

画

法

（

昭

和

四

十

三

年

法

律

第

百

号

）

に

基

づ

き

区

が

定

め

る

高

度

地

区

に

絶

対

高

さ

制

限

を

導

入

す

る

こ

と

に

伴

い

、

制

限

の

緩

和

の

特

例

等

に

関

す

る

認

定

申

請

及

び

許

可

申

請

の

手

数

料

を

新

設

す

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

 

 
で
定
め
る
高
度

地
区
の
計
画
書

に
基
づ
く
建
築

物
の
絶
対
高
さ

制
限
に
係
る
経

よ
る
適
用
除
外

の
認
定
の
申
請

に
対
す
る
審
査

用
除
外
に
係

る
認
定
申
請

手
数
料
○
○

○ あ
あ
あ 

 



議

案

第

四

十

一

号 

 
 

 

港

区

保

健

衛

生

事

務

手

数

料

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

保

健

衛

生

事

務

手

数

料

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

港

区

保

健

衛

生

事

務

手

数

料

条

例

（

平

成

十

二

年

港

区

条

例

第

十

七

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

別

表

六

十

七

の

項

の

次

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。 

       

 

六

十

七

の

三 

食

品

製

造

業 

等

取

締

条

例

第

五

条

の

二 

第

一

項

又

は

第

三

項

の

規 

六

十

七

の

二 

食

品

製

造

業 

等

取

締

条

例

第

五

条

第

一 

項

又

は

第

二

項

の

規

定

に 

基

づ

く

弁

当

等

人

力

販

売 

業

の

許

可

の

申

請

に

対

す 

る

審

査

（

卸

売

市

場

内

の 

営

業

を

除

く

。

） 

弁

当

等

人

力

販

売

業

許

可

済

証

交 

付

手

数

料 

 

弁

当

等

人

力

販

売

業

許

可

申

請

手 

数

料 

 

弁

当

等

人

力

販

売

業

許

可

更

新

申 

請

手

数

料 

 

一

件

ご

と

に 

 

千

四

百

円

 

一

件

ご

と

に 

 

八

千

八

百

円

一

件

ご

と

に 
 

五

千

四

百

円

交

付

申 

請

の

と 

き

。 

許

可

申 

請

の

と 

き

。 

更

新

申 

請

の

と 

き

。 

 



    

別

表

六

十

八

の

項

中

「

第

五

条

」

を

「

第

五

条

の

三

第

一

項

又

は

第

二

項

」

に

、

「

製

造

業

者

等

」

を

「

製

造

業

等

」

に

改

め

る

。 

 
 

 

付 

則 

 

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

七

年

十

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

（

説 

明

） 

食

品

製

造

業

等

取

締

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

（

平

成

二

十

七

年

東

京

都

条

例

第

五

十

三

号

）

の

施

行

に

よ

る

食

品

製

造

業

等

取

締

条

例

（

昭

和

二

十

八

年

東

京

都

条

例

第

百

十

一

号

）

の

一

部

改

正

に

よ

り

弁

当

類

又

は

そ

う

菜

類

を

販

売

す

る

行

商

に

つ

い

て

許

可

制

が

定

め

ら

れ

る

と

と

も

に

、

特

別

区

に

お

け

る

東

京

都

の

事

務

処

理

の

特

例

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

（

平

成

二

十

七

年

東

京

都

条

例

第

十

二

号

）

の

施

行

に

よ

り

弁

当

等

人

力

販

売

業

の

許

可

等

に

係

る

事

務

が

区

に

移

譲

さ

れ

る

こ

と

に

伴

い

、

手

数

料

を

新

設

す

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

 

 

定

に

基

づ

く

弁

当

等

人

力 

販

売

業

の

許

可

済

証

の

交 

付

（

卸

売

市

場

内

の

営

業 
を

除

く

。

） 

弁

当

等

人

力

販

売

業

許

可

済

証

再 

交

付

手

数

料 

 

一

件

ご

と

に 

千

百

円

再

交

付 

申

請

の 

と

き

。 

 



議

案

第

四

十

二

号 

 
 

 

港

区

防

災

対

策

基

本

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 

  
 

 

港

区

防

災

対

策

基

本

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

港

区

防

災

対

策

基

本

条

例

（

平

成

二

十

三

年

港

区

条

例

第

二

十

四

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

目

次

中

「

災

害

時

要

援

護

者

」

を

「

要

配

慮

者

」

に

改

め

る

。 

 

「

第

五

節 

災

害

時

要

援

護

者

に

対

す

る

施

策

」

を

「

第

五

節 

要

配

慮

者

に

対

す

る

施

策

」

に

改

め

る

。 

 

第

十

七

条

の

見

出

し

中

「

災

害

時

要

援

護

者

」

を

「

要

配

慮

者

」

に

改

め

、

同

条

第

一

項

中

「

援

護

を

」

を

「

配

慮

を

」

に

、

「

災

害

時

要

援

護

者

」

を

「

要

配

慮

者

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

災

害

時

要

援

護

者

」

を

「

要

配

慮

者

」

に

改

め

る

。 

 
 

 

付 

則 

 

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。 

（

説 

明

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



災

害

対

策

基

本

法

等

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

平

成

二

十

五

年

法

律

第

五

十

四

号

）

の

施

行

に

よ

る

災

害

対

策

基

本

法

（

昭

和

三

十

六

年

法

律

第

二

百

二

十

三

号

）

の

一

部

改

正

を

踏

ま

え

、

規

定

を

整

備

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 



議

案

第

四

十

三

号 

 
 

 
港

区

地

区

計

画

の

区

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

制

限

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

地

区

計

画

の

区

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

制

限

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

港

区

地

区

計

画

の

区

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

制

限

に

関

す

る

条

例

（

平

成

三

年

港

区

条

例

第

二

十

一

号

） 

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

別

表

第

一

環

状

第

二

号

線

新

橋

・

虎

ノ

門

地

区

地

区

整

備

計

画

の

項

中

「

（

平

成

二

十

年

東

京

都

告

示

第

八

百

九

十

九

号

）

」

を

「

（

平

成

二

十

七

年

東

京

都

告

示

第

百

九

十

八

号

）

」

に

改

め

、

同

表

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。 

田
町
駅
東
口
北
地
区
地
区
整
備
計
画 

都
市
計
画
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
田
町
駅
東
口
北
地
区
地
区
計
画
（
平
成
二
十
六
年
東
京
都
告
示
第
千
三
百
六
十

七
号
）
の
う
ち
、
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
た
区
域 

虎
ノ
門
三
・
四
丁
目
地
区
地
区
整
備
計
画 

都
市
計
画
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
虎
ノ
門
三
・
四
丁
目
地
区
地
区
計
画
（
平
成
二
十
七
年
港
区
告
示
第
八
十
三
号
）

の
う
ち
、
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
た
区
域 

虎
ノ
門
二
丁
目 

地
区
地
区
整
備
計
画 

都
市
計
画
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
虎
ノ
門
二
丁
目 

地
区
地
区
計
画
（
平
成
二
十
七
年
港
区
告
示
第
百
四
号
）
の

う
ち
、
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
た
区
域 

 

別

表

第

二

環

状

第

二

号

線

新

橋

・

虎

ノ

門

地

区

地

区

整

備

計

画

の

項

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。 

1 0 

1 0  



 

環
状
第

二
号
線

新
橋
・ 

虎
ノ
門

地
区
地

区
整
備

計
画 

 

Ⅰ
街
区 

 

一 

風
営
法
第
二
条
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
店 

舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
の
用
に
供
す
る
建
築 

物 

二 

住
宅
等
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
容
積
率 

が
百
分
の
二
百
九
未
満
の
建
築
物 

三 

建
築
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の 

建
築
物 

 

十
分
の 

五
十 

  

 

十
分
の 

八 
  

 
 

  
 

 

  

 

Ⅱ
街
区 

 

一 

風
営
法
第
二
条
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
店 

舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
の
用
に
供
す
る
建
築 

物 
二 
事
務
所 

三 
住
宅
等
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
容
積
率 

が
百
分
の
三
百
六
十
一
未
満
の
建
築
物 

四 

建
築
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の 

建
築
物 

 

十
分
の 

五
十
三 

  

 

十
分
の 

七 
  

 
 

  
 

 

  

 

Ⅲ
街
区 

 

一 

風
営
法
第
二
条
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
店 

舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
の
用
に
供
す
る
建
築 

物 

二 

住
宅
等
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
容
積
率 

が
百
分
の
百
二
十
未
満
の
建
築
物 

三 

建
築
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の 

建
築
物 

 
 

十
分
の 

七
十 

 

十
分
の 

六 
   

 

五
千 

平
方 

メ
ー 

ト
ル 

 

計
画
図
に
示
す

壁
面
の
位
置
の

数
値
。
た
だ
し 

都
市
環
境
及
び

都
市
防
災
の
向

上
を
図
る
広
場

の
部
分
、
歩
行

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
を
図

る
横
断
歩
道
橋

の
部
分
、
広
場

に
接
続
す
る
階

段
、
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
及
び
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の

部
分
、
地
下
駐

車
場
の
用
に
供

す
る
地
下
車
路

出
入
口
及
び
地

下
歩
行
者
通
路

出
入
口
、
歩
行

者
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め

に
必
要
な
庇
の

部
分
並
び
に
給

排
気
施
設
の
部

分
を
除
く
。 

 
  

 
 

  

 

Ⅳ
街
区 

  
 

  
 

  
 

 

 
 

Ⅴ
街
区 

 

風
営
法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
八
号
並 

び
に
同
条
第
五
項
の
い
ず
れ
か
の
用
に
供
す
る 

建
築
物 

 
 

 
 

 

計
画
図
に
示
す

壁
面
の
位
置
の

数
値
（
敷
地
面

積
が
二
百
五
十

平
方
メ
ー
ト
ル

未
満
で
あ
る
も

の
を
除
く
。
）

た
だ
し
、
歩
行

者
の
安
全
性
及

び
快
適
性
を
確 

 

八
十
メ
ー
ト

ル
。
た
だ
し

都
市
再
生
特 

別
措
置
法
（ 

平
成
十
四
年

法
律
第
二
十

二
号
）
第
三 

十
六
条
第
一

項
に
基
づ
く

都
市
再
生
特 

 
 

 

 

計
画 

図
に 

示
す 

建
築 

の
限 

界 
 

 

、 

、 

。 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ⅶ
街
区 

  

 
 

 
 

 

保
す
る
た
め
に

必
要
な
庇
そ
の

他
こ
れ
に
類
す

る
も
の
並
び
に

壁
面
緑
化
の
た

め
の
施
設
を
除

く
。 

 

別
地
区
の
区

域
内
の
建
築

物
に
つ
い
て

は

、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

建
築
物
の
高

さ
は
、
令
第 

二
条
第
一
項

第
六
号
に
定

め
る
高
さ
に

よ
る
。 

 
 

 
 

 
 

Ⅷ
街
区 

Ⅷ
―
一 

街
区 

 

一 
建
築
物
の
地
上
一
階
部
分
を
次
に
掲
げ
る 

用
途
に
供
す
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物
（
エ 

ン
ト
ラ
ン
ス
、
廊
下
、
階
段
、
管
理
諸
室
等 

建
築
物
の
共
用
の
部
分
及
び
自
動
車
車
庫
そ 

の
他
用
途
上
や
む
を
得
な
い
部
分
を
除
く
。
） 

 

一 

物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗 

 

二 

飲
食
店 

 

三 

展
示
場
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の 

 

四 

郵
便
局
、
銀
行
の
支
店
、
美
容
院
、
貸 

衣
装
屋
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
サ
ー
ビ 

ス
業
を
営
む
店
舗 

二 

風
営
法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
八 

号
並
び
に
同
条
第
五
項
の
い
ず
れ
か
の
用
に 

供
す
る
建
築
物 

 
 

 
 

二
百 

五
十 

平
方 

メ
ー 

ト
ル 

 

計
画
図
に
示
す

壁
面
の
位
置
の

数
値
。
た
だ
し

歩
行
者
の
安
全

性
及
び
快
適
性

を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
な
庇

そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
も
の
並

び
に
壁
面
緑
化

の
た
め
の
施
設

を
除
く
。 

 

八
十
メ
ー
ト

ル 建
築
物
の
高

さ
は 

令
第

二
条
第
一
項

第
六
号
に
定

め
る
高
さ
に

よ
る
。 

 
 

 
 

 
 

Ⅷ
街
区 

（
Ⅷ
― 

一
街
区 

を
除
く 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ⅸ
街
区 

 

風
営
法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
八
号
並 

び
に
同
条
第
五
項
の
い
ず
れ
か
の
用
に
供
す
る 

建
築
物 

 

 
 

 
 

 

計
画
図
に
示
す

壁
面
の
位
置
の

数
値
（
敷
地
面

積
が
二
百
五
十

平
方
メ
ー
ト
ル

未
満
で
あ
る
も

の
を
除
く
。
） 

た
だ
し
、
歩
行

者
の
安
全
性
及

び
快
適
性
を
確

保
す
る
た
め
に

必
要
な
庇
そ
の

他
こ
れ
に
類
す

る
も
の
並
び
に

壁
面
緑
化
の
た

め
の
施
設
を
除

く
。 

 

八
十
メ
ー
ト

ル
。
た
だ
し 

都
市
再
生
特

別
措
置
法
第

三
十
六
条
第

一
項
に
基
づ

く
都
市
再
生

特
別
地
区
の

区
域
内
の
建

築
物
に
つ
い

て
は
、
こ
の 

限
り
で
な
い

建
築
物
の
高

さ
は
、
令
第

二
条
第
一
項

第
六
号
に
定

め
る
高
さ
に 

 
 

 
 

（） （） （） （） 

 

、 

、 

 

。 ） 

 

。 

 

、 

 

。 



 
  

 
 

 
 

 
 

 

よ
る
。 

 
 

 
 

別

表

第

二

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。 
 

田

町

駅

東

口

北

地

区

地

区

整

備

計

画 

 

Ⅰ
街
区 

 

 

一 

風
営
法
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
風 

 

俗
営
業
及
び
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
性
風 

 

俗
関
連
特
殊
営
業
の
用
に
供
す
る
建
築
物 

二 

マ
ー
ジ
ャ
ン
屋
、
ぱ
ち
ん
こ
屋
、
射
的
場   

勝
馬
投
票
券
発
売
所
、
場
外
車
券
売
場
そ
の 

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の 

 

 
 

 
 

 

計
画
図
に
示
す

壁
面
の
位
置
の

数
値
。
た
だ
し

歩
行
者
の
通
行

の
用
に
供
す
る

通
路
、
歩
行
者

デ
ッ
キ
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー

階
段
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る

用
途
に
供
す
る

建
築
物
並
び
に

歩
行
者
の
快
適

性
及
び
安
全
性

を
高
め
る
た
め

の
庇
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
建

築
物
の
部
分
を

除
く
。 

 
 

 
 

 

  
 

公
園
街 

区 
  

 

あ
ず
ま
や
、
公
衆
便
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す 

る
公
園
施
設
以
外
の
建
築
物 

 

 
 

 
 

 

計
画
図
に
示
す

壁
面
の
位
置
の

数
値 

 
 

 
 

 

 
 

Ⅱ
街
区 

Ⅱ
―
一 

街
区 

  

 

一 

法
別
表
第
二 

項
に
掲
げ
る
建
築
物 

二 

風
営
法
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
風 

 

俗
営
業
及
び
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
性
風 

 

俗
関
連
特
殊
営
業
の
用
に
供
す
る
建
築
物 

三 

建
築
面
積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の 
 

建
築
物
（
巡
査
派
出
所
そ
の
他
こ
れ
に
類
す 

 

る
公
益
上
必
要
な
建
築
物
の
場
合
を
除
く
。 

  

 
十
分
の

二
十
八 

  

 

十
分
の

十
。
た

だ
し
、

巡
査
派

出
所
そ

の
他
こ

れ
に
類

す
る
公

益
上
必

要
な
建

築
物
の

場
合
を

除
く
。 

 

 

十
分
の

八 
   

 

五
百

平
方

メ
ー

ト
ル

た
だ

し
、 

巡
査

派
出

所
そ

の
他

こ
れ

に
類

す
る

公
益

上
必 

 

計
画
図
に
示
す

壁
面
の
位
置
の

数
値
。
た
だ
し 

歩
行
者
の
通
行

の
用
に
供
す
る

通
路
、
歩
行
者

デ
ッ
キ
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー

階
段
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る

用
途
に
供
す
る

建
築
物
並
び
に

歩
行
者
の
快
適

性
及
び
安
全
性 

 

四
十
メ
ー
ト

ル 建
築
物
の
高

さ
は
Ｔ
．
Ｐ  

か
ら
の
高
さ

に
よ
る
。

 
  

 
 

 
 

 

、 

 

、 
 

、 

 

、 

 

） 

（り） 

 

。 

 

、 

 

． 

 



 
 

  
 

  
 

 

要
な

建
築

物
の

敷
地

の
場

合
を

除
く 

 
 

 
 

 

  
 

Ⅱ
街
区 

Ⅱ
―
二 

街
区 

  

 

一 

法
別
表
第
二 

項
に
掲
げ
る
建
築
物 

二 

風
営
法
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
風 

 
俗
営
業
及
び
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
性
風 

 
俗
関
連
特
殊
営
業
の
用
に
供
す
る
建
築
物 

  

 
 

 
 

 

を
高
め
る
た
め

の
庇
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
建

築
物
の
部
分
を

除
く
。 

 

百
八
十
五
メ

ー
ト
ル 

建
築
物
の
高

さ
は
Ｔ
．
Ｐ  

か
ら
の
高
さ

に
よ
る
。

 

 
 

 
 

 

Ａ
地
区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

虎

ノ

門

三
・

四 

丁

目

地

区

地

区

整

備

計

画 

 

Ｂ
地
区 

 

一 

風
営
法
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
風 

俗
営
業
及
び
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
性
風 

俗
関
連
特
殊
営
業
の
用
に
供
す
る
建
築
物 

二 

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他
こ
れ
に
類
す 

る
も
の 

三 

勝
馬
投
票
券
発
売
所
、
場
外
車
券
売
場
そ 

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の 

 
 

 

 

五
百 

平
方 

メ
ー 

ト
ル 

  

 

計
画
図
に
示
す

壁
面
の
位
置
の

数
値
。
た
だ
し

歩
行
者
の
回
遊

性
及
び
利
便
性

を
高
め
る
た
め

に
設
け
る
階
段

エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
等
並
び
に

こ
れ
ら
に
設
置

さ
れ
る
屋
根
、

柱
、
壁
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す

る
建
築
物
、
歩

行
者
の
快
適
性

及
び
安
全
性
を

高
め
る
た
め
に

設
け
る
庇
そ
の

他
こ
れ
に
類
す

る
建
築
物
並
び

に
給
排
気
施
設

の
部
分
を
除
く 

 
 

 
 

 

 

虎
ノ

門

二

丁

目

・
地

区 

地
区

整 

備
計

画 

 
 

一 

風
営
法
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
風 

俗
営
業
及
び
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
性
風 

俗
関
連
特
殊
営
業
の
用
に
供
す
る
建
築
物 

二 

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他
こ
れ
に
類
す 

る
も
の 

三 

勝
馬
投
票
券
発
売
所
、
場
外
車
券
売
場
そ 

 

 
 

 
 

 

計
画
図
に
示
す

壁
面
の
位
置
の

数
値
。
た
だ
し

歩
行
者
の
快
適 

性
及
び
安
全
性

を
高
め
る
た
め 

 

百
九
十
五
メ

ー
ト
ル 

建
築
物
の
高

さ
は
Ｔ
．
Ｐ 

に
二
十
二
メ

ー
ト
ル
加
え 

 

 
 

 
 

1 0  

 

、 

 

。 

 

． 

 

（り） 
 

、 

 

． 

 

 

、 

 

。 



  
 

 

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

に
設
け
る
庇
、

手
す
り
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す

る
建
築
物
、
給

排
気
施
設
の
部

分
、
建
築
物
の

出
入
口
の
上
部

に
位
置
す
る
庇

の
部
分
並
び
に

歩
行
者
の
回
遊

性
及
び
利
便
性

を
高
め
る
た
め

に
設
け
る
横
断

歩
行
者
通
路
、

階
段
、
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
等

並
び
に
こ
れ
ら

に
設
置
さ
れ
る

屋
根
、
柱
、
壁

そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
建
築

物
の
部
分
を
除

く
。 

 

た
も
の
か
ら

の
高
さ
に
よ

る
。 

 
 

 
 

付 

則 

 

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。 

（

説 

明

） 

 

環

状

第

二

号

線

新

橋

・

虎

ノ

門

地

区

地

区

計

画

の

都

市

計

画

決

定

の

変

更

並

び

に

田

町

駅

東

口

北

地

区

地

区

計

画

、

虎

ノ

門

三

・

四

丁

目

地

区

地

区

計

画

及

び

虎

ノ

門

二

丁

目

1 0
地

区

地

区

計

画

の

決

定

に

伴

い

、

規

定

を 
 

整

備

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 



 

議

案

第

四

十

四

号 

 
 

 

港

区

心

身

障

害

者

福

祉

手

当

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

心

身

障

害

者

福

祉

手

当

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

港

区

心

身

障

害

者

福

祉

手

当

条

例

（

昭

和

四

十

八

年

港

区

条

例

第

十

五

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す 

る

。 

 

別

表

第

一

特

殊

疾

病

者

の

項

中

「

ブ

ラ

ウ

症

候

群

」

の

下

に

「

、

先

天

性

ミ

オ

パ

チ

ー

、

マ

リ

ネ

ス

コ

・

シ 

ェ

ー

グ

レ

ン

症

候

群

、

筋

ジ

ス

ト

ロ

フ

ィ

ー

、

非

ジ

ス

ト

ロ

フ

ィ

ー

性

ミ

オ

ト

ニ

ー

症

候

群

、

遺

伝

性

周

期

性 

四

肢

麻

痺

、

ア

ト

ピ

ー

性

脊

髄

炎

、

脊

髄

空

洞

症

、

脊

髄

髄

膜

瘤

、

ア

イ

ザ

ッ

ク

ス

症

候

群

、

遺

伝

性

ジ

ス

ト

ニ

ア

、

神

経

フ

ェ

リ

チ

ン

症

、

脳

表

ヘ

モ

ジ

デ

リ

ン

沈

着

症

、

禿

頭

と

変

形

性

脊

椎

症

を

伴

う

常

染

色

体

劣

性

白

質

脳

症

、

皮

質

下

梗

塞

と

白

質

脳

症

を

伴

う

常

染

色

体

優

性

脳

動

脈

症

、

神

経

軸

索

ス

フ

ェ

ロ

イ

ド

形

成

を

伴

う

遺

伝

性

び

ま

ん

性

白

質

脳

症

、

ペ

リ

ー

症

候

群

、

前

頭

側

頭

葉

変

性

症

、

ビ

ッ

カ

ー

ス

タ

ッ

フ

脳

幹

脳

炎

、

痙

攣

重

積

型

（

二

相

性

）

急

性

脳

症

、

先

天

性

無

痛

無

汗

症

、

ア

レ

キ

サ

ン

ダ

ー

病

、

先

天

性

核

上

性

球

麻

痺

、

 

り

ゆ

う 

 ひ 

 と

く 

 

け

い

れ

ん 

 ひ 



 

メ

ビ

ウ

ス

症

候

群

、

中

隔

視

神

経

形

成

異

常

症

／

ド

モ

ル

シ

ア

症

候

群

、

ア

イ

カ

ル

デ

ィ

症

候

群

、

片

側

巨

脳

症

、

限

局

性

皮

質

異

形

成

、

神

経

細

胞

移

動

異

常

症

、

先

天

性

大

脳

白

質

形

成

不

全

症

、

ド

ラ

ベ

症

候

群

、

海

馬

硬

化

を

伴

う

内

側

側

頭

葉

て

ん

か

ん

、

ミ

オ

ク

ロ

ニ

ー

欠

神

て

ん

か

ん

、

ミ

オ

ク

ロ

ニ

ー

脱

力

発

作

を

伴

う

て

ん

か

ん

、

レ

ノ

ッ

ク

ス

・

ガ

ス

ト

ー

症

候

群

、

ウ

エ

ス

ト

症

候

群

、

大

田

原

症

候

群

、

早

期

ミ

オ

ク

ロ

ニ

ー

脳

症

、

遊

走

性

焦

点

発

作

を

伴

う

乳

児

て

ん

か

ん

、

片

側

痙

攣

・

片

麻

痺

・

て

ん

か

ん

症

候

群

、

環

状

2 0
番

染

色

体

症

候

群

、

ラ

ス

ム

ッ

セ

ン

脳

炎

、

Ｐ

Ｃ

Ｄ

Ｈ

1 9
関

連

症

候

群

、

難

治

頻

回

部

分

発

作

重

積

型

急

性

脳

炎

、

徐

波

睡

眠

期

持

続

性

棘

徐

波

を

示

す

て

ん

か

ん

性

脳

症

、

ラ

ン

ド

ウ

・

ク

レ

フ

ナ

ー

症

候

群

、

レ

ッ

ト

症

候

群

、

ス

タ

ー

ジ

・

ウ

ェ

ー

バ

ー

症

候

群

、

結

節

性

硬

化

症

、

色

素

性

乾

皮

症

、

先

天

性

魚

鱗

癬

、

家

族

性

良

性

慢

性

天

疱

瘡

、

類

天

疱

瘡

（

後

天

性

表

皮

水

疱

症

を

含

む

。

）

、

特

発

性

後

天

性

全

身

性

無

汗

症

、

眼

皮

膚

白

皮

症

、

肥

厚

性

皮

膚

骨

膜

症

、

弾

性

線

維

性

仮

性

黄

色

腫

、

マ

ル

フ

ァ

ン

症

候

群

、

エ

ー

ラ

ス

・

ダ

ン

ロ

ス

症

候

群

、

メ

ン

ケ

ス

病

、

オ

ク

シ

ピ

タ

ル

・

ホ

ー

ン

症

候

群

、

ウ

ィ

ル

ソ

ン

病

、

低

ホ

ス

フ

ァ

タ

ー

ゼ

症

、

Ｖ

Ａ

Ｔ

Ｅ

Ｒ

症

候

群

、

那

須

・

ハ

コ

ラ

病

、

ウ

ィ

ー

バ

ー

症

候

群

、

コ

フ

ィ

ン

・

ロ

ー

リ

ー

症

候

群

、

有

馬

症

候

群

、

モ

ワ

ッ

ト

・

ウ

ィ

ル

ソ

ン

症

候

群

、

ウ

ィ

リ

ア

ム

ズ

症

候

群

、

Ａ

Ｔ

Ｒ

―

Ｘ

症

候

群

、

ク

ル

ー

ゾ

ン

症

候

群

、

ア

ペ

ー

ル

症

候

群

、

フ

ァ

イ

フ

ァ

ー

症

候

群

、

ア

ン

ト

レ

ー

・

ビ

ク

ス

ラ

ー

症

候

群

、

コ

フ

ィ

ン

・

シ

リ

ス

症

候

群

、

ロ

ス

ム

ン

ド

・

ト

ム

ソ

ン

症

候

群

、

歌

舞

伎

症

候

群

、

多

脾

症

候

群

、

無

脾

症

候

群

、

鰓

耳

腎

症

候

群

、

ウ

ェ

ル

ナ

ー

症

候

群

、

コ

ケ

イ

ン

症

候

群

、

プ

ラ

ダ

ー

・

ウ

ィ

リ

症

候

群

、

ソ

ト

ス

症

候

群

、

ヌ

ー

ナ

ン

症

候

群

、

ヤ

ン

グ

・

シ

ン

プ

ソ

ン

症

候

群

、

１

ｐ

3 6
欠

失

症

候

群

、

４

ｐ

欠

失

症

候

群

、

５

ｐ

欠

失

症

候

群

、

第

1 4
番

染

 

け

い

れ

ん 

 ひ 

 
き

よ

く 

 

り

ん

せ

ん

 

ぽ

う

そ

う 

 

ぽ

う

そ

う 

 ほ

う 

 ひ 

 ひ 

 さ

い 



 

色

体

父

親

性

ダ

イ

ソ

ミ

ー

症

候

群

、

ア

ン

ジ

ェ

ル

マ

ン

症

候

群

、

ス

ミ

ス

・

マ

ギ

ニ

ス

症

候

群

、

2 2
ｑ

1 1 . 2
欠

失

症

候

群

、

エ

マ

ヌ

エ

ル

症

候

群

、

脆

弱

Ｘ

症

候

群

関

連

疾

患

、

脆

弱

Ｘ

症

候

群

、

総

動

脈

幹

遺

残

症

、

修

正

大

血

管

転

位

症

、

完

全

大

血

管

転

位

症

、

単

心

室

症

、

左

心

低

形

成

症

候

群

、

三

尖

弁

閉

鎖

症

、

心

室

中

隔

欠

損

を

伴

わ

な

い

肺

動

脈

閉

鎖

症

、

心

室

中

隔

欠

損

を

伴

う

肺

動

脈

閉

鎖

症

、

フ

ァ

ロ

ー

四

徴

症

、

両

大

血

管

右

室

起

始

症

、

エ

プ

ス

タ

イ

ン

病

、

ア

ル

ポ

ー

ト

症

候

群

、

ギ

ャ

ロ

ウ

ェ

イ

・

モ

ワ

ト

症

候

群

、

急

速

進

行

性

糸

球

体

腎

炎

、

抗

糸

球

体

基

底

膜

腎

炎

、

一

次

性

ネ

フ

ロ

ー

ゼ

症

候

群

、

一

次

性

膜

性

増

殖

性

糸

球

体

腎

炎

、

紫

斑

病

性

腎

炎

、

先

天

性

腎

性

尿

崩

症

、

間

質

性

膀

胱

炎

（

ハ

ン

ナ

型

）

、

オ

ス

ラ

ー

病

、

閉

塞

性

細

気

管

支

炎

、

肺

胞

蛋

白

症

（

自

己

免

疫

性

又

は

先

天

性

）

、

肺

胞

低

換

気

症

候

群

、

α

１

―

ア

ン

チ

ト

リ

プ

シ

ン

欠

乏

症

、

カ

ー

ニ

ー

複

合

、

ウ

ォ

ル

フ

ラ

ム

症

候

群

、

ペ

ル

オ

キ

シ

ソ

ー

ム

病

（

副

腎

白

質

ジ

ス

ト

ロ

フ

ィ

ー

を

除

く 

副

甲

状

腺

機

能

低

下

症

、

偽

性

副

甲

状

腺

機

能

低

下

症

、

副

腎

皮

質

刺

激

ホ

ル

モ

ン

不

応

症

、

ビ

タ

ミ

ン

Ｄ

抵

抗

性

く

る

病

／

骨

軟

化

症

、

ビ

タ

ミ

ン

Ｄ

依

存

性

く

る

病

／

骨

軟

化

症

、

フ

ェ

ニ

ル

ケ

ト

ン

尿

症

、

高

チ

ロ

シ

ン

血

症

１

型

、

高

チ

ロ

シ

ン

血

症

２

型

、

高

チ

ロ

シ

ン

血

症

３

型

、

メ

ー

プ

ル

シ

ロ

ッ

プ

尿

症

、

プ

ロ

ピ

オ

ン

酸

血

症

、

メ

チ

ル

マ

ロ

ン

酸

血

症

、

イ

ソ

吉

草

酸

血

症

、

グ

ル

コ

ー

ス

ト

ラ

ン

ス

ポ

ー

タ

ー

１

欠

損

症

、

グ

ル

タ

ル

酸

血

症

１

型

、

グ

ル

タ

ル

酸

血

症

２

型

、

尿

素

サ

イ

ク

ル

異

常

症

、

リ

ジ

ン

尿

性

蛋

白

不

耐

症

、

先

天

性

葉

酸

吸

収

不

全

、

ポ

ル

フ

ィ

リ

ン

症

、

複

合

カ

ル

ボ

キ

シ

ラ

ー

ゼ

欠

損

症

、

筋

型

糖

原

病

、

肝

型

糖

原

病

、

ガ

ラ

ク

ト

ー

ス

―

１

―

リ

ン

酸

ウ

リ

ジ

ル

ト

ラ

ン

ス

フ

ェ

ラ

ー

ゼ

欠

損

症

、

レ

シ

チ

ン

コ

レ

ス

テ

ロ

ー

ル

ア

シ

ル

ト

ラ

ン

ス

フ

ェ

ラ

ー

ゼ

欠

損

症

、

シ

ト

ス

テ

ロ

ー

ル

血

症

、

タ

ン

ジ

ー

ル

病

、

原

発

性

高

カ

イ

ロ

ミ

ク

ロ

ン

血 。

）

、 

 せ

ん 

 た

ん 

 た

ん 

 ぜ

い 

 ぜ

い 

 

ぼ

う

こ

う



 

症

、

脳

腱

黄

色

腫

症

、

無

β

リ

ポ

タ

ン

パ

ク

血

症

、

脂

肪

萎

縮

症

、

家

族

性

地

中

海

熱

、

高

Ｉ

ｇ

Ｄ

症

候

群

、

中

條

・

西

村

症

候

群

、

化

膿

性

無

菌

性

関

節

炎

・

壊

疽

性

膿

皮

症

・

ア

ク

ネ

症

候

群

、

慢

性

再

発

性

多

発

性

骨

髄

炎

、

強

直

性

脊

椎

炎

、

進

行

性

骨

化

性

線

維

異

形

成

症

、

肋

骨

異

常

を

伴

う

先

天

性

側

弯

症

、

骨

形

成

不

全

症

、

タ

ナ

ト

フ

ォ

リ

ッ

ク

骨

異

形

成

症

、

軟

骨

無

形

性

症

、

リ

ン

パ

管

腫

症

／

ゴ

ー

ハ

ム

病

、

巨

大

リ

ン

パ

管

奇

形

（

頚

部

顔

面

病

変

）

、

巨

大

静

脈

奇

形

（

頚

部

口

腔

咽

頭

び

ま

ん

性

病

変

）

、

巨

大

動

静

脈

奇

形

（

頚

部

顔

面

又

は

四

肢

病

変

）

、

ク

リ

ッ

ペ

ル

・

ト

レ

ノ

ネ

ー

・

ウ

ェ

ー

バ

ー

症

候

群

、

先

天

性

赤

血

球

形

成

異

常

性

貧

血

、

後

天

性

赤

芽

球

癆

、

ダ

イ

ア

モ

ン

ド

・

ブ

ラ

ッ

ク

フ

ァ

ン

貧

血

、

フ

ァ

ン

コ

ニ

貧

血

、

遺

伝

性

鉄

芽

球

性

貧

血

、

エ

プ

ス

タ

イ

ン

症

候

群

、

自

己

免

疫

性

出

血

病 

、

ク

ロ

ン

カ

イ

ト

・

カ

ナ

ダ

症

候

群

、

非

特

異

性

多

発

性

小

腸

潰

瘍

症

、

ヒ

ル

シ

ュ

ス

プ

ル

ン

グ

病

（

全

結

腸

型

又

は

小

腸

型

）

、

総

排

泄

腔

外

反

症

、

総

排

泄

腔

遺

残

、

先

天

性

横

隔

膜

ヘ

ル

ニ

ア

、

乳

幼

児

肝

巨

大

血

管

腫

、

胆

道

閉

鎖

症

、

ア

ラ

ジ

ー

ル

症

候

群

、

遺

伝

性

膵

炎

、

嚢

胞

性

線

維

症

、

Ｉ

ｇ

Ｇ

４

関

連

疾

患

、

黄

斑

ジ

ス

ト

ロ

フ

ィ

ー

、

レ

ー

ベ

ル

遺

伝

性

視

神

経

症

、

ア

ッ

シ

ャ

ー

症

候

群

、

若

年

発

症

型

両

側

性

感

音

難

聴

、

遅

発

性

内

リ

ン

パ

水

腫

、

好

酸

球

性

副

鼻

腔

炎

」

を

、

「

ネ

フ

ロ

ー

ゼ

症

候

群

」

の

下

に

「

（

Ｉ

ｇ

Ａ

腎

症

を

除

く

。

）

」

を

、

「

ミ

オ

ト

ニ

ー

症

候

群

」

の

下

に

「 

（

シ

ュ

ワ

ル

ツ

・

ヤ

ン

ペ

ル

症

候

群

を

除

く

。

）

」

を

加

え

、

「

、

強

直

性

脊

椎

炎

」

、

「

、

遺

伝

性

（

本

態

性

）

ニ

ュ

ー

ロ

パ

チ

ー

」

及

び

「

、

先

天

性

ミ

オ

パ

チ

ー

」

を

削

り

、

「

、

ウ

ィ

ル

ソ

ン

病

」

を

「

（

遠

位

型

ミ

オ

パ

チ

ー

を

除

く

。

）

」

に

改

め

、

「

、

脊

髄

空

洞

症

」

を

削

る

。 

 
 

 

付 
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う 
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い 

 す
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 の
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 わ

ん 
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う 

 く

う 

 

せ

つ

く

う 

 く

う 

 く

う 

 け

ん 

 ろ

つ 

 せ
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１ 

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

七

年

七

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 
２ 
こ

の

条

例

の

施

行

の

際

現

に

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

前

の

港

区

心

身

障

害

者

福

祉

手

当

条

例

の

規

定

に

よ

り

次

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

疾

病

に

該

当

し

て

心

身

障

害

者

福

祉

手

当

（

以

下

「

手

当

」

と

い

う

。

）

の

受

給

の

対

象

と

な

っ

て

い

る

者

は

、

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

港

区

心

身

障

害

者

福

祉

手

当

条

例

の

規

定

に

よ

り

同

表

下

欄

に

掲

げ

る

疾

病

に

該

当

し

て

手

当

の

受

給

の

対

象

と

な

っ

て

い

る

者

と

み

な

す

。 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 遺

伝

性

（

本

態

性

）

ニ

ュ

ー

ロ

パ

チ

ー 

進

行

性

筋

ジ

ス

ト

ロ

フ

ィ

ー 

ミ

オ

ト

ニ

ー

症

候

群 

ネ

フ

ロ

ー

ゼ

症

候

群 

シ

ャ

ル

コ

ー

・

マ

リ

ー

・

ト

ゥ

ー

ス

病 

遠

位

型

ミ

オ

パ

チ

ー

又

は

進

行

性

筋

ジ

ス

ト

ロ 
フ

ィ

ー

（

遠

位

型

ミ

オ

パ

チ

ー

を

除

く

。

）

の 

う

ち

い

ず

れ

か

相

当

で

あ

る

疾

病 

シ

ュ

ワ

ル

ツ

・

ヤ

ン

ペ

ル

症

候

群

又

は

ミ

オ

ト 

ニ

ー

症

候

群

（

シ

ュ

ワ

ル

ツ

・

ヤ

ン

ペ

ル

症

候 

群

を

除

く

。

）

の

う

ち

い

ず

れ

か

相

当

で

あ

る

疾

病 

Ｉ

ｇ

Ａ

腎

症

又

は

ネ

フ

ロ

ー

ゼ

症

候

群

（

Ｉ

ｇ 

Ａ

腎

症

を

除

く

。

）

の

う

ち

い

ず

れ

か

相

当

で 

あ

る

疾

病 

 



 

（

説 

明

） 

難

病

の

患

者

に

対

す

る

医

療

等

に

関

す

る

法

律

（

平

成

二

十

六

年

法

律

第

五

十

号

）

に

基

づ

く

国

の

医

療

費

助

成

の

対

象

と

な

る

指

定

難

病

が

追

加

さ

れ

た

こ

と

に

伴

い

、

心

身

障

害

者

福

祉

手

当

の

支

給

対

象

と

す

る

特

殊

疾

病

の

範

囲

を

拡

大

す

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 



















議

案

第

四

十

七

号 

 
 

 

工

事

請

負

契

約

の

承

認

に

つ

い

て 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

工

事

請

負

契

約

の

承

認

に

つ

い

て 

 

左

記

の

工

事

請

負

契

約

の

承

認

を

求

め

る

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一 

工

事

の

名

称

 
 

 
 

 
 

 
 

（

仮

称

）

桜

田

公

園

自

転

車

駐

車

場

整

備

工

事 

二 

工

事

の

規

模

 
 

 
 

 
 

 
 

㈠

機

械

式

自

転

車

駐

車

場 

二

基 

㈡

管

理

室 
 

 
 

 
 

 

一

棟 

三 

契

約

の

方

法

 
 

 
 

 
 

 
 

制

限

を

付

し

た

一

般

競

争

入

札

に

よ

る

契

約 

四 

契

約

金

額

 
 

 
 

 
 

 
 

四

億

三

千

四

百

十

六

万

円  

五 

契

約

締

結

日

 
 

 
 

 
 

 
 

契

約

承

認

の

日 

六 

工

期

 
 

 
 

 
 

 
 

契

約

締

結

の

日

の

翌

日

か

ら

平

成

二

十

八

年

二

月

二

十

九

日

ま

で 



七 

契

約

の

相

手

方 
 

東

京

都

港

区

高

輪

三

丁

目

十

九

番

二

十

三

号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

徳

倉

建

設

株

式

会

社

東

京

支

店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

執

行

役

員

支

店

長 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山 

下 

信 

夫 

（

説 

明

） 

 

港

区

議

会

の

議

決

に

付

す

べ

き

契

約

及

び

財

産

の

取

得

又

は

処

分

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

港

区

条 

例

第

八

号

）

第

二

条

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 



議

案

第

四

十

八

号 

 
 

 

工

事

請

負

契

約

の

承

認

に

つ

い

て 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

工

事

請

負

契

約

の

承

認

に

つ

い

て 

 

左

記

の

工

事

請

負

契

約

の

承

認

を

求

め

る

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一 

工

事

の

名

称

 
 

 
 

 
 

 
 

芝

浦

四

丁

目

道

路

整

備

工

事 

二 

工

事

の

規

模

 
 

 
 

 
 

 
 

工

事

区

間

長

三

八

一

・

二

メ

ー

ト

ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

歩

道

舗

装

面

積

一

、

三

一

四

平

方

メ

ー

ト

ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

車

道

舗

装

面

積

三

、

七

三

一

平

方

メ

ー

ト

ル 

三 

契

約

の

方

法

 
 

 
 

 
 

 
 

制

限

を

付

し

た

一

般

競

争

入

札

に

よ

る

契

約 

四 

契

約

金

額

 
 

 
 

 
 

 
 

一

億

三

千

九

百

三

十

二

万

円  

五 

契

約

締

結

日

 
 

 
 

 
 

 
 

契

約

承

認

の

日 



六 

工

期

 
 

 
 

 
 

 
 

契

約

締

結

の

日

の

翌

日

か

ら

平

成

二

十

八

年

二

月

二

十

九

日

ま

で 
七 
契

約

の

相

手

方 
 

東

京

都

港

区

港

南

二

丁

目

十

三

番

三

十

一

号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地

崎

道

路

株

式

会

社

東

京

支

店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

執

行

役

員

支

店

長 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平 

田 

勝 

巳 
 

 
 

 

（

説 

明

） 

 

港

区

議

会

の

議

決

に

付

す

べ

き

契

約

及

び

財

産

の

取

得

又

は

処

分

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

港

区

条

例

第

八

号

）

第

二

条

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 



議

案

第

四

十

九

号 

 
 

 

物

品

の

購

入

に

つ

い

て 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

物

品

の

購

入

に

つ

い

て 

 

左

記

の

と

お

り

物

品

を

購

入

す

る

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一 

購 

入 

の 

目 

的 
 

情

報

シ

ス

テ

ム

端

末

機

器

等

の

更

新 

二 

物

品

の

種

類

及

び

数

量 
 

㈠

パ

ー

ソ

ナ

ル

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー 

七

百

五

十

台 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㈡

モ

ニ

タ

ー 
 

 
 

 
 

 
 

 

七

百

五

十

台 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㈢

文

書

作

成

等

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア 
 

 
 

八

百

式 

三 

購

入

予

定

価

格

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一

億

六

百

七

十

九

万

五

千

八

百

円 

四 

購

入

の

相

手

方

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東

京

都

港

区

芝

四

丁

目

四

番

十

二

号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三

信

電

気

株

式

会

社 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

常

務

取

締

役

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

営

業

本

部

長 

 
 

鴨 

下 

光 

夫 
 

 
 

 

（

説 
明

） 

 

港

区

議

会

の

議

決

に

付

す

べ

き

契

約

及

び

財

産

の

取

得

又

は

処

分

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

港

区

条 

例

第

八

号

）

第

四

条

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

 



議

案

第

五

十

号 

 
 

 

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

 

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一 

公

の

施

設

の

名

称 

 
 

 

港

区

立

商

工

会

館 

二 

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

 
 

 

株

式

会

社

ア

ク

ト

・

テ

ク

ニ

カ

ル

サ

ポ

ー

ト 

 
 

 

東

京

都

港

区

赤

坂

四

丁

目

一

番

三

十

三

号 

三 

指

定

の

期

間 

 
 

 

平

成

二

十

七

年

十

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

三

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 



（

説 

明

） 

 
商

工

会

館

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

 



議

案

第

五

十

一

号 

      

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

    

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

       

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

                          
記 

一  

公

の

施

設

の

名

称 

      

港

区

立

三

田

い

き

い

き

プ

ラ

ザ 

      

港

区

立

神

明

い

き

い

き

プ

ラ

ザ 

      

港

区

立

虎

ノ

門

い

き

い

き

プ

ラ

ザ 

二  

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

    
 

百

葉

の

会

・

東

急

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

共

同

事

業

体 

 
 

 

静

岡

県

富

士

市

五

貫

島

百

七

十

五

番

地

医

療

法

人

財

団

百

葉

の

会

内 



三  

指

定

の

期

間 

医

療

法

人

社

団

湖

聖

会

と

医

療

法

人

財

団

百

葉

の

会

と

の

合

併

の

効

力

が

生

ず

る

日

か

ら

平

成

二

十

九 

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 

（

説  

明

） 

  

三

田

い

き

い

き

プ

ラ

ザ

等

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年 

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

 



議

案

第

五

十

二

号 

      

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

    

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者  

港

区

長    

武  

井  

雅  

昭 

       

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

                          
記 

一  

公

の

施

設

の

名

称 

      

港

区

立

台

場

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー      

二  

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

      

医

療

法

人

財

団

百

葉

の

会 

      

静

岡

県

富

士

市

五

貫

島

百

七

十

五

番

地 

三  

指

定

の

期

間 

      

医

療

法

人

社

団

湖

聖

会

と

医

療

法

人

財

団

百

葉

の

会

と

の

合

併

の

効

力

が

生

ず

る

日

か

ら

平

成

二

十

八 



年

三

月

三

十

一

日

ま

で 
（

説  

明

） 

  

台

場

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭 

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま 

す

。 

 



議

案

第

五

十

三

号 

      

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

    

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者  

港

区

長    

武  

井  

雅  

昭 
 

 
 

 

       

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

                          
記 

一  

公

の

施

設

の

名

称 

      

港

区

立

芝

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー 

      

港

区

立

芝

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー      

二  

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

      

医

療

法

人

財

団

百

葉

の

会 

      

静

岡

県

富

士

市

五

貫

島

百

七

十

五

番

地 

三  

指

定

の

期

間 



      

医

療

法

人

社

団

湖

聖

会

と

医

療

法

人

財

団

百

葉

の

会

と

の

合

併

の

効

力

が

生

ず

る

日

か

ら

平

成

二

十

八 

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 

（

説  
明

） 

 

芝

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

等

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭 

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま 

す

。 

     



議

案

第

五

十

四

号 

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 
右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 
平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 

 

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一 

公

の

施

設

の

名

称 

港

区

立

虎

ノ

門

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー      

二 

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

医

療

法

人

財

団

百

葉

の

会 

静

岡

県

富

士

市

五

貫

島

百

七

十

五

番

地 

三 

指

定

の

期

間 

医

療

法

人

社

団

湖

聖

会

と

医

療

法

人

財

団

百

葉

の

会

と

の

合

併

の

効

力

が

生

ず

る

日

か

ら

平

成

二

十

九 



年

三

月

三

十

一

日

ま

で 
（

説 

明

） 
虎

ノ

門

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（ 

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し 

ま

す

。 

   



議

案

第

五

十

五

号 

 
 

 

町

の

区

域

の

変

更

に

つ

い

て 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

町

の

区

域

の

変

更

に

つ

い

て 
 

 

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

六

十

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

区

の

町

の

区

域

を

別

図

の

と

お

り

変

更

す

る

。 

（

説 

明

） 

 

田

町

駅

東

口

北

地

区

土

地

区

画

整

理

事

業

に

伴

い

、

芝

浦

一

丁

目

及

び

芝

浦

三

丁

目

の

町

の

区

域

を

変

更

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

第

二

百

六

十

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 
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